
MOUSAの特徴.......................................3
改訂のポイント１................................4
改訂のポイント２................................6
改訂のポイント３................................8
歌唱...............................................................10
器楽...............................................................12

目次

令和４年度.....高等学校用教科書..音楽Ⅰ

音Ⅰ703

創作...............................................................13
鑑賞...............................................................14
資料...............................................................15
年間指導計画例...................................16
指導書について...................................18
検討の観点別に見た特色............19

27教芸（令和４教　内容解説資料）



2

は，

「卒業後も手元に残しておきたい教科書」であることを

刊行以来のコンセプトにしています。

令和 4 年度から使用される新しいMOUSA1では，

音楽の魅力をさらに多面的に学べるようにしました。
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　「オノマトペ」とは，音や声などを描写した擬
ぎ

音
おん

語（トントン，ガリガリ など）と，様子や心情などを

描写した擬
ぎ

態
たい

語（ゆらゆら，きらきら など）の総称である。日本語は極めて豊富なオノマトペをもつ言

語であり，私たちは日常で多くのオノマトペをごく自然に用いている。85ページの《虫のこえ》にもオ

ノマトペが効果的に取り入れられ，曲に独特の味わいがもたらされている。

　ここでは，オノマトペのもつリズム感やアクセント（音の高低）などのおもしろさを生かしたリズムを

もとに，発音や発声，構成などを工夫し，声による表情豊かなリズム・アンサンブルをつくろう。

４～５人ぐらいのグループを作ろう。原則として１人１パートを担当する。

●考えたオノマトペ 
パート1  「ピーチク」

パート2  「コケコッコー」

パート3  「ヒョロロロ」

パート4  「ホケキョ」

パート5  「パタパタ」

１拍を４分割した表を作り，各パートで選んだオノマトペを反復，変化させてリズム・アンサンブルをつくろう。
　自分のパートだけでなく，他のパートとのリズムの組み合わせなどにも留意する。下のヒントも参考にしよう。

1 2

q q
1 ピ ー チ ク パ ー チ ク

2 コ
ケ ッ コ

3 ヒョ ロ ロ ロ ヒュ ン

4 ホ ホ
ケ キョ

5 パ タ パ タ バタ バタ バタ

パート

拍

発音や発声などを工夫しよう。
　下の例のように工夫する点を挙げたり，表中に指示を書き込んだりしておくとよい。

作品を発表しよう。
　互いの作品について意見を交換しよう。発表前の練習では，
右の注意点も参考にしよう。

●試奏しながらグループで話し合って
修正し，よりよい作品に仕上げる。

●録音して聴いたり，他のグループか
ら意見を聞いたりしてもよい。

●出だしの合図を工夫したり，メトロ
ノームを用いたりするとよい。

●パートどうしの音量バランスやリズ
ムの引き継ぎなどにも注意する。

●発音や発声，オノマトペのアクセン
トや強弱の付け方などにも着目して，
テーマのイメージに合った表現を工
夫する。

注意点パート1    「チ」は母音よりも子音を強調し，「ク」は無声音にする。
パート2    「コ」「ケッ」「コー」のそれぞれのアクセント（音の高低）

の違いがはっきり分かるように発音する。

パート3    「ヒョ」「ヒュ」は息の音（摩
ま

擦
さつ

音）がよく聞こえるように
発音する。

パート4    高い声や裏声で発声する。
パート5     「パ（破

は

裂
れつ

音）」と「バ（濁
だく

音）」の違いがはっきり分かる
ように発音する。
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 オノマトペによるアンサンブル《鳥たちの饗宴》

1 2 3 4 5 6 7 8

q q q q q q q q

１
p f
ピ ー

チ ク
パ ー

チ ク

２

p f
ケ ッ

コ
ケ ッ

コ
コ コ

３

p f ロ ロ ロ

ヒョ
ロ ロ ロ

ヒョ

４

５

p f
パ

タ
パ

タ
パ

タ
パ

タ
バ

タ
バ

タ
バ

タ
バ

タ

9 10 11 12 13 14 15 16

q q q q q q q q

ピ ー
ƒ

p
π

ピ ー
パ ー

チ ク
チ ク チ ク

ピ ー
チ ク チ ク

パ ー
チ ク チ ク

チ ク

π ƒ

コ
ケ ッ

コ
ケ ッ

コ
ケ ッ

コ
ケ ッ

コ
ケ ッ

コ
ケ ッ

コ
ケ ッ

コ
ケ ッ

p

ヒュ ン

ƒ ケ
キョ

π P ホ
ホ

ホ ホ

p f
パ タ パ タ パ タ パ タ バ タ バ タ バ タ バ タ

高い声か裏声で

F

拍

パート

言
葉
の
リ
ズ
ム
を
生
か
し
な
が
ら
、
発
音
や
発
声
、
構
成
な
ど
を
工
夫
し
て
創
作
し
よ
う

鳥
た
ち
の
饗
宴

グループごとにテーマを決め，イメージに合ったオノマトペを考えたり，それを変化させた言葉を考えたりしよう。

●変化させたオノマトペ 
「ピーチクチク パーチク」

「コケッコー」

「ヒョロロロヒューン」

「ホーホケキョ」

「バタバタ」

テーマ：鳥たちの饗
きょう

宴
えん

オノマトペでリズム・アンサンブルをつくろう 

コ
ケ
コ
ッ
コ
ー

ピーチク

パーチク

ヒョロロロ

ヒューン

1

3

4

5 

2
※ アクセントについては，地域や個人の感じ方によって異なってもよい。

●反復を用いると，一定のリズム・パターンが生まれる。
●右の表のようにオノマトペのアクセント（音の高低）も
考える。

●リズムだけでなく，強弱やテンポなども変化させる。
● pとf，音の上行と下行など，対照的な表現や構成を
用いる。

●●反復を用いると，一定のリズム・パターンが生まれる。反復を用いると，一定のリズム・パターンが生まれる。ヒント

工夫例

例

作品例

※ リズムやニュアンスによっては１マスに２文字以上の言葉を入れて
もよい。また，休止（空欄）を使うのも効果的である。

ヘッド

譜例1

譜例2

36 37

姿勢と構え方

楽
器
の
奏
法
を
身
に
付
け
、
奏
法
に
よ
っ
て
音
色
や
響
き
、
表
情
な
ど
の
違
い
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
を
理
解
し
よ
う

ギ
タ
ー

弦
を
し
っ
か
り
と
押
さ
え
、
左
手
を
ス
ム
ー
ズ
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
演
奏
し
よ
う

　ギターはクラシック・ギター（→P.41），

フォーク・ギター，エレキ（エレクトリック）・

ギター（→P.106）に大きく分けることがで

きる。形状は似ているが，フォーク・ギター

はクラシック・ギターに比べてボディーが

少し大きく，共鳴しやすくなっている。こ

こではフォーク・ギターを取り上げる。

　チューナーを使って各開放弦の音を合わせる方法の他，まず第６弦の開放弦の音をピアノで合わせ，その音を基準に残りの

弦を順に合わせていく方法などもある。いずれの場合も，ペッグを回して音高を調節する。その際，合わせたい音よりも音が

高い場合は，いったんその音よりも低くしてから少しずつ上げていくとよい。

第１弦（ミ）Ｅ
第２弦（シ）Ｂ
第３弦（ソ）Ｇ
第４弦（レ）Ｄ
第５弦（ラ）Ａ
第６弦（ミ）Ｅ

フレット番号　1　　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　8

Ａ

Ｅ

Ｃ

Ｇ

Ｄ

Ａ

Ｆ

Ｃ

G#/Ab

D#/Eb

A#/Bb

Ｆ

F#/Gb

C#/Db

A

Ｅ

Ｂ

F#/Gb

Ｇ

Ｄ

A#/Bi

Ｆ

Ｃ

Ｇ

A#/Bb

F

C#/Db

G#/Ab

D#/Eb

A#/Bb

B

F#/Gb

D

A

E

B

C

G

D#/Eb

A#/Bb

F

C

G#/Ab

D#/Eb

Ｂ

F#/Gb

C#/Db

G#/Ab

第１弦（ミ）E

第２弦（シ）B

第３弦（ソ）G

第４弦（レ）D

第５弦（ラ）A

第６弦（ミ）E

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
6弦5弦4弦

※アルファベットは英語音
名を，（　）内はハ長調の
階名を示す。

開放弦の音

1弦2弦3弦

フレット番号

 　　下のフィンガー・ボードの図の①に示したように，左手の

人さし指で第４弦２フレット，中指で第３弦２フレット，薬指で第２弦

２フレットを押さえ（右の写真参照）， 譜例1 のリズムを演奏しよう。右

手は，第６弦から第１弦に向かって弾く「ダウン・ストローク」（→P.39）

を用いる。次に，左手は弦を押さえた指の形を変えずに，フィンガー・

ボードの図の②，③にスライドさせて，同様に演奏しよう。慣れてきた

ら， 譜例2 のように，１小節ずつ左手をスライドさせて演奏しよう。

　スライドさせる際は，指を弦からあまり離さないようにしよう。

左手

左手

右手

弦を押さえる左手の指
…人さし指
…中指
…薬指

 　　リズムを変えて演奏しよう。

弦を弾かずに空振りする

８分音符を示す

ギターのルーツは古代ギリシャのキタラだといわれている。その後，スペインやヨーロッ
パ全土でギターに似た楽器が生まれた。現在みられるクラシック・ギターは，19世紀後半
にスペインのギター製作家が改良を試みたものである。20世紀に入るとさまざまな種類
のギターが作られ，ジャズやロックなど幅広いジャンルで用いられるようになった。

Guitar

ギター
各部の名称

チューニング

椅
い

子
す

に浅く腰掛け
て背

せ

筋
すじ

を伸ばす。
肘
ひじ

を軽く曲げて，
ボディーにのせる。

◉ピックで弾く場合

◉指で弾く場合

伸ばした親指の先と曲げた人さし指の
側面で，ピックを挟むように持ち，弦
に対して直角に当てる。

人さし指の爪の部分を
弦に当てる。

右足の付け根にボディーのくぼみをのせる。その際，
サウンド・ホールが上を向かないようにする。

左手の親指の付
け根と人さし指
でネックを挟み，
指と指を密着さ
せるようにする。

弦を押さえると
きは，指を立て
てフレットのす
ぐ近くを押さえ
る。

楽器が安定し
ない場合は，
足を組んでも
よい。

●フィンガー・ボードと音の関係 ※ 第１～５弦の開放弦の音と□で囲んだ音は
同じ音高である。

 　　下のフィンガー・ボードの図の①に示したように，左手の

人さし指で第３弦１フレット，中指で第５弦２フレット，薬指で第４弦

２フレットを押さえ（右の写真参照）， 譜例1 のリズムをダウン・ストロー

クで演奏しよう。次に，左手は弦を押さえた指の形を変えずに，フィン

ガー・ボードの図の②，③にスライドさせて，同様に演奏しよう。慣れ

てきたら，譜例2 のように，１小節ずつ左手をスライドさせて演奏しよう。

ボディー（胴）

ペッグ
（糸

いと

巻
まき

）

ネック（棹
さお

）

ナット

フレット

フィンガー・ボード
（指

し

板
ばん

）

サウンド・ホール

ピック・ガード

ブリッジ（駒
こま

）

弦を押さえた指をスライドさせて演奏しよう

第１弦から第６弦に向かって弾く「アップ・ストローク」（→P.39）も加えて， 譜例2 を
下の２つのリズムに変えて演奏しよう。

≤：アップ・ストローク

≥：ダウン・ストローク

チャレンジ

③②① ③②①

第１弦
第２弦
第３弦
第４弦
第５弦
第６弦

４分音符を示す

③②① ③②①

第１弦
第２弦
第３弦
第４弦
第５弦
第６弦

１
フ
レ
ッ
ト

２
フ
レ
ッ
ト

ダウン・ストローク

アップ・ストローク

34ページ ウクレレ 39ページLet’s Play the GUITAR 1 41ページLet’s Play the GUITAR 2 107ページタイムマシンにおねがい 

曲名 作曲 曲態 ページ

A
アヴェ

ve M
マリア

aria 作曲者不詳 斉唱，独唱／伴奏 10

Lemon 米津玄師 斉唱 12
翼をください 村井邦彦 同二 14
負けないで 織田哲郎 斉唱 15
若者のすべて 志村正彦 斉唱 16
ソルフェージュ 読譜，視唱，聴音 他 18
花 心の歌 滝 廉太郎 同二 21
小さな空 武満 徹 斉唱，独唱／伴奏 22

’O
オ

s
ソーレ

ole m
ミオ

io（我が太陽） E.ディ・カープア 斉唱，独唱 25

C
カーロ

aro m
ミオ

io b
ベン

en（いとしの わがきみ） G.ジョルダーニ 斉唱，独唱／伴奏 26
Caro mio ben 大解剖! 28

P
プリマス

lymouth R
ロック

ock M.ホーリフ ボディー・パーカッション 30
Clap, Tap with CUPS! リズム 32

Michael, Row The Boat Ashore
（こげよ マイケル）

アフリカン・アメリカン・
スピリチュアル ウクレレ弾き歌い 35

真珠貝の歌 ハワイ民謡 ウクレレ弾き歌い 35
日曜日よりの使者 甲本ヒロト ギター弾き歌い 38
第三の男のテーマ A.カラス ギター三重奏 40
ミッション：インポッシブルのテーマ L.シフリン キーボード・アンサンブル 42
星に願いを L.ハーライン チャイム 44
むこうむこう 中田喜直 斉唱，独唱／伴奏 48
この道 山田耕筰 斉唱，独唱／伴奏 50
夏の思い出 心の歌 中田喜直 同二／伴奏 52

H
ハイデンレースライン

eidenröslein F.シューベルト 斉唱，独唱／伴奏 56
Heidenröslein（野ばら） H.ヴェルナー 斉唱，独唱，混四／伴奏 57

I
イッヒ

ch l
リーベ

iebe d
ディッヒ

ich（君を愛す） L.v.ベートーヴェン 斉唱，独唱／伴奏 58
天国と地獄 J.オッフェンバック リコーダー斉奏 62
C-a-f-f-e-e C.G.ヘリング リコーダー三輪 62
グリーンスリーヴス イングランド民謡 リコーダー二重奏 62
ザナルカンドにて 植松伸夫 リコーダー二重奏+ギター 63
見上げてごらん夜の星を いずみたく 同二，リコーダー二重奏／伴奏 64
Memory A.ロイド=ウェバー 斉唱，独唱 68

曲名 作曲 曲態 ページ
美女と野獣 A.メンケン 二重唱 70
ハバネラ G.ビゼー 斉唱，独唱 74
闘牛士の歌 G.ビゼー 斉唱，独唱 75

オー・シャンゼリゼ（L
レ

es Cham
シャ

ps
ン

-É
ゼリゼ

lysées） M.ウィルシュ，M.ディガン 斉唱／伴奏 76

能《高
たか

砂
さご

》から 世阿弥 謡
うたい

（ツヨ吟） 80

能《羽
は

衣
ごろも

》から 作者不詳 謡（ヨワ吟） 81
虫のこえ 心の歌 文部省唱歌 斉唱／伴奏 85
たこ たこ あがれ わらべうた 篠

しの

笛
ぶえ

89
子守歌 日本古謡 篠笛 89
さくら 日本古謡 篠笛 89

お囃
はや

子
し

（《あんたがたどこさ》の旋律による） わらべうた 篠笛+長
なが

胴
どう

太鼓 89

安
あ

波
は

節
ぶし

沖縄県民謡 三
さん

線
しん

弾き歌い 90
海の声 島袋 優 三線弾き歌い 91
てぃんさぐぬ花 沖縄県民謡 三線弾き歌い 91

花
はな

笠
がさ

音
おん

頭
ど

山形県民謡 三
しゃ

味
み

線
せん

弾き歌い 92

〈寄せの合
あい

方
かた

〉（長
なが

唄
うた

《勧
かん

進
じん

帳
ちょう

》から） 四世杵屋六三郎 三味線 93
《さくら》変奏曲 日本古謡 箏

こと

94

〈初段〉（箏
そう

曲
きょく

《六段の調
しらべ

》から） （伝）八橋検校 箏 95

京
キョン

畿
ギ

道
ド

アリラン 朝鮮半島民謡 斉唱 99
美しいエンメンタール スイス民謡 斉唱 99
タイムマシンにおねがい 加藤和彦 バンド・アンサンブル 107
サザエさん 筒美京平 四声+ヴォイス・パーカッション 110
東京ブギウギ 服部良一 斉唱 114
クリスマス・イブ 山下達郎 斉唱 115
冬景色 心の歌 文部省唱歌 同二 118

故
ふる

郷
さと
心の歌 岡野貞一 同三，混四 119

荒
あら

野
の

の果てに フランスのキャロル 同三 120

懐
なつ

かしきケンタッキーの我が家
（My Old Kentucky Home, Good Night）

S.C.フォスター 混四ア・カペラ 121

言わない 佐井孝彰 同三／伴奏 122
ぼくは　ぼく 三宅悠太 混三／伴奏 125
おんがく 木下牧子 混四ア・カペラ 128

ジャンル別MAP

オペラ《カルメン》　ビゼー 72

日本の伝統音楽 78

雅
が

楽
がく

舞
ぶ

楽
がく

《陵
りょう

王
おう

》／能《道
どう

成
じょう

寺
じ

》／箏曲《みだれ（乱
みだれ

輪
りん

舌
ぜつ

）》／ 
尺
しゃく

八
はち

曲 琴
きん

古
こ

流古典本
ほん

曲
きょく

《鹿の遠
とお

音
ね

》 

世界の諸民族の音楽  98

　【声による表現】 
　①アリラン／②オルティンドー／③先住民たちの合唱／ 
　④アーヴァーズ／⑤ヨーデル／⑥イヌイットの喉

のど

歌
うた

　【楽器による表現】 
　 ⑦アルフー（二胡）／⑧サウン・ガウ／⑨シタール／⑩ツィター／ 
　⑪バラライカ／⑫チャランゴ／⑬ズルナ／⑭バグパイプ／⑮ナイ／
　⑯ケーナ／⑰ガムラン／⑱トーキング・ドラム／⑲バラフォン／ 
　⑳スティールパン 

What is JAZZ? 102
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世界の諸民族の音楽
日曜日よりの使者 ▶P.38
第三の男のテーマ ▶P.40

ギター ▶P.36

美女と野獣 ▶P.70
サザエさん ▶P.110

ヴォイス・アンサンブル

花 ▶P.21
夏の思い出 ▶P.52
虫のこえ ▶P.85
冬景色 ▶P.118
故郷 ▶P.119

心の歌

《高砂》 ▶P.80
《羽衣》 ▶P.81

謡

Lemon ▶P.12
翼をください ▶P.14
負けないで ▶P.15
若者のすべて ▶P.16
日曜日よりの使者 ▶P.38
見上げてごらん夜の星を ▶P.64
Memory ▶P.68
美女と野獣 ▶P.70
オー・シャンゼリゼ ▶p.76
タイムマシンにおねがい ▶P.107
東京ブギウギ ▶P.114
クリスマス・イブ ▶P.115

ポピュラー・ソング

Invitation to Music! ▶P.2
Drums! 鼓動は時空を超えて ▶P.4
国立能楽堂 ▶P.6

口絵

アレンジャーは曲に魔法をかける ▶P.13
音楽用語とイタリア語 ▶P.24
カンツォーネ ▶P.25
ルールを守って音楽を楽しもう！ ▶P.31
指揮にチャレンジ（Exercise１，２） ▶P.51
指揮にチャレンジ（Exercise３） ▶P.52
ドイツ語に由来する言葉 ▶P.54

シューベルトの歌曲 ▶P.56
多くの作曲家に愛された『Heidenröslein』 ▶P.57
舞台芸術 ▶P.66
演奏会や観劇に行こう ▶P.69
ハバネラのリズム ▶P.75
音楽を織りなすさまざまな要素 ▶P.130
オーケストラを知ろう ▶P.148

その他

日本音楽の流れ ▶P.82
郷土の民謡と芸能 ▶P.96
What is JAZZ? ▶P.102
Rock History ▶P.104
歌謡曲からJ-POPへの100年▶P.112
西洋音楽の流れ ▶P.138
作曲家の年表と主な作品 ▶P.158

歴史
ボディー・パーカッションを楽しもう▶P.31
Let’s Play the GUITAR 1 ▶P.39
Let’s Play the GUITAR 2 ▶P.41
チャイムでアンサンブルを楽しもう▶P.45
リコーダーの運指表 ▶P.60
TAB（タブ）譜の読み方 ▶P.63
尺八について ▶P.79
唱
しょう

歌
が

について ▶P.95
バンド・アンサンブルに挑戦 ▶P.106
ギター／キーボード・コード表▶P.156

器楽

３連符 ▶P.14
シンコペーション ▶P.17
アウフタクト ▶P.59
楽典 ▶P.150
西洋音楽の用語と記号▶P.153
コード・ネーム ▶P.154

楽典

ヴォイス・トレーニング▶P.10
《Ave Maria》を歌う際に ▶P.11
イタリア語の歌を歌おう ▶P.24
Caro mio ben 大解剖！ ▶P.28
日本語と旋律 ▶P.49
詩の心を大切に歌おう ▶P.49

日本語の歌詞の歌い方 ▶P.49
ドイツ語の歌を歌おう ▶P.54
フランス語の歌を歌おう ▶P.77
謡に親しもう ▶P.80
ヴォイス・パーカッション ▶P.111

歌唱

歌唱・器楽 創
作

鑑
賞

曲名 作曲 曲態 ページ

A
アヴェ

ve M
マリア

aria 作曲者不詳 斉唱，独唱／伴奏 10

Lemon 米津玄師 斉唱 12
翼をください 村井邦彦 同二 14
負けないで 織田哲郎 斉唱 15
若者のすべて 志村正彦 斉唱 16
ソルフェージュ 読譜，視唱，聴音 他 18
花 心の歌 滝 廉太郎 同二 21
小さな空 武満 徹 斉唱，独唱／伴奏 22

’O
オ

s
ソーレ

ole m
ミオ

io（我が太陽） E.ディ・カープア 斉唱，独唱 25

C
カーロ

aro m
ミオ

io b
ベン

en（いとしの わがきみ） G.ジョルダーニ 斉唱，独唱／伴奏 26
Caro mio ben 大解剖! 28

P
プリマス

lymouth R
ロック

ock M.ホーリフ ボディー・パーカッション 30
Clap, Tap with CUPS! リズム 32

Michael, Row The Boat Ashore
（こげよ マイケル）

アフリカン・アメリカン・
スピリチュアル ウクレレ弾き歌い 35

真珠貝の歌 ハワイ民謡 ウクレレ弾き歌い 35
日曜日よりの使者 甲本ヒロト ギター弾き歌い 38
第三の男のテーマ A.カラス ギター三重奏 40
ミッション：インポッシブルのテーマ L.シフリン キーボード・アンサンブル 42
星に願いを L.ハーライン チャイム 44
むこうむこう 中田喜直 斉唱，独唱／伴奏 48
この道 山田耕筰 斉唱，独唱／伴奏 50
夏の思い出 心の歌 中田喜直 同二／伴奏 52

H
ハイデンレースライン

eidenröslein F.シューベルト 斉唱，独唱／伴奏 56
Heidenröslein（野ばら） H.ヴェルナー 斉唱，独唱，混四／伴奏 57

I
イッヒ

ch l
リーベ

iebe d
ディッヒ

ich（君を愛す） L.v.ベートーヴェン 斉唱，独唱／伴奏 58
天国と地獄 J.オッフェンバック リコーダー斉奏 62
C-a-f-f-e-e C.G.ヘリング リコーダー三輪 62
グリーンスリーヴス イングランド民謡 リコーダー二重奏 62
ザナルカンドにて 植松伸夫 リコーダー二重奏+ギター 63
見上げてごらん夜の星を いずみたく 同二，リコーダー二重奏／伴奏 64
Memory A.ロイド=ウェバー 斉唱，独唱 68

曲名 作曲 曲態 ページ
美女と野獣 A.メンケン 二重唱 70
ハバネラ G.ビゼー 斉唱，独唱 74
闘牛士の歌 G.ビゼー 斉唱，独唱 75

オー・シャンゼリゼ（L
レ

es Cham
シャ

ps
ン

-É
ゼリゼ

lysées） M.ウィルシュ，M.ディガン 斉唱／伴奏 76

能《高
たか

砂
さご

》から 世阿弥 謡
うたい

（ツヨ吟） 80

能《羽
は

衣
ごろも

》から 作者不詳 謡（ヨワ吟） 81
虫のこえ 心の歌 文部省唱歌 斉唱／伴奏 85
たこ たこ あがれ わらべうた 篠

しの

笛
ぶえ

89
子守歌 日本古謡 篠笛 89
さくら 日本古謡 篠笛 89

お囃
はや

子
し

（《あんたがたどこさ》の旋律による） わらべうた 篠笛+長
なが

胴
どう

太鼓 89

安
あ

波
は

節
ぶし

沖縄県民謡 三
さん

線
しん

弾き歌い 90
海の声 島袋 優 三線弾き歌い 91
てぃんさぐぬ花 沖縄県民謡 三線弾き歌い 91

花
はな

笠
がさ

音
おん

頭
ど

山形県民謡 三
しゃ

味
み

線
せん

弾き歌い 92

〈寄せの合
あい

方
かた

〉（長
なが

唄
うた

《勧
かん

進
じん

帳
ちょう

》から） 四世杵屋六三郎 三味線 93
《さくら》変奏曲 日本古謡 箏

こと

94

〈初段〉（箏
そう

曲
きょく

《六段の調
しらべ

》から） （伝）八橋検校 箏 95

京
キョン

畿
ギ

道
ド

アリラン 朝鮮半島民謡 斉唱 99
美しいエンメンタール スイス民謡 斉唱 99
タイムマシンにおねがい 加藤和彦 バンド・アンサンブル 107
サザエさん 筒美京平 四声+ヴォイス・パーカッション 110
東京ブギウギ 服部良一 斉唱 114
クリスマス・イブ 山下達郎 斉唱 115
冬景色 心の歌 文部省唱歌 同二 118

故
ふる

郷
さと
心の歌 岡野貞一 同三，混四 119

荒
あら

野
の

の果てに フランスのキャロル 同三 120

懐
なつ

かしきケンタッキーの我が家
（My Old Kentucky Home, Good Night）

S.C.フォスター 混四ア・カペラ 121

言わない 佐井孝彰 同三／伴奏 122
ぼくは　ぼく 三宅悠太 混三／伴奏 125
おんがく 木下牧子 混四ア・カペラ 128

ジャンル別MAP

オペラ《カルメン》　ビゼー 72

日本の伝統音楽 78

雅
が

楽
がく

舞
ぶ

楽
がく

《陵
りょう

王
おう

》／能《道
どう

成
じょう

寺
じ

》／箏曲《みだれ（乱
みだれ

輪
りん

舌
ぜつ

）》／ 
尺
しゃく

八
はち

曲 琴
きん

古
こ

流古典本
ほん

曲
きょく

《鹿の遠
とお

音
ね

》 

世界の諸民族の音楽  98

　【声による表現】 
　①アリラン／②オルティンドー／③先住民たちの合唱／ 
　④アーヴァーズ／⑤ヨーデル／⑥イヌイットの喉

のど

歌
うた

　【楽器による表現】 
　 ⑦アルフー（二胡）／⑧サウン・ガウ／⑨シタール／⑩ツィター／ 
　⑪バラライカ／⑫チャランゴ／⑬ズルナ／⑭バグパイプ／⑮ナイ／
　⑯ケーナ／⑰ガムラン／⑱トーキング・ドラム／⑲バラフォン／ 
　⑳スティールパン 

What is JAZZ? 102

　スタンダード・ナンバーの《枯
かれ

葉
は

》を聴き比べよう 

Rock History 104

歌謡曲からJ-POPへの100年 112

西洋音楽    
●音楽の要素とイメージをつなげよう 131

組曲《動物の謝肉祭》　サン=サーンス 

●さまざまな主題とその構成を聴き取ろう 132

交響曲第９番 ニ短調 op.125《合唱付き》から第４楽章
ベートーヴェン 

創作１ 旋律の雰囲気を変化させよう 46

創作２ 演奏スタイルを変化させよう 47

●情景を描く音楽を味わおう 134

バレエ音楽《火の鳥》組曲（1919年版）　ストラヴィンスキー 

●ピアノによるさまざまな表現効果を聴き取ろう 136

《平均律クラヴィーア曲集》第１巻から 
　第１番 ハ長調 BWV846〈プレリュードとフーガ〉　J.S.バッハ 
ピアノ・ソナタ第23番 へ短調 op.57《熱情》　ベートーヴェン 
バラード第１番 ト短調 op.23　ショパン 
《パガニーニ大練習曲》から第３曲〈ラ・カンパネッラ〉　リスト 
《前奏曲集》第１巻から第10曲〈沈める寺〉　ドビュッシー 
ピアノ・ソナタ第７番 変ロ長調 op.83　プロコフィエフ 
プリペアド・ピアノのための《ソナタとインターリュード》　ケージ 

クローズ・アップ・マエストロ
J.S.バッハ 142

トッカータとフーガ ニ短調 BWV565 
《ブランデンブルク協奏曲》第２番 へ長調 BWV1047から第１楽章 
カンタータ第147番《心と口と行いと生きざまもて》 BWV147から 
　コラール〈主よ‚人の望みの喜びよ〉 
 《マタイ受難曲》 BWV244から 
　第１部第１曲 導入の合唱〈来たれ‚娘たちよ‚われとともに嘆け〉 

W.A.モーツァルト 145

交響曲第25番 ト短調 K.183から第１楽章 
ヴァイオリン協奏曲第５番 イ長調 K.219《トルコ風》から第３楽章 
セレナード 変ロ長調 K.361《グラン・パルティータ》から第３楽章 
 オペラ《フィガロの結婚》 K.492 第２幕から 
　三重唱〈スザンナ‚出て来なさい〉 

創作３ オノマトペでリズム・アンサンブルをつくろう 86

創作４ 「コード進行」をもとにメロディーをつくろう 116

C O N T E N T S

【歌唱・器楽編】 【資料編】

Ave Maria ▶P.10
小さな空 ▶P.22
’O sole mio ▶P.25
Caro mio ben ▶P.26
むこうむこう ▶P.48
この道 ▶P.50
Heidenröslein（シューベルト） ▶P.56
Heidenröslein（ヴェルナー） ▶P.57
Ich liebe dich ▶P.58
ハバネラ ▶P.74
闘牛士の歌 ▶P.75

歌曲
篠笛 ▶P.88
　たこ たこ あがれ／子守歌／
　さくら／お囃子 ▶P.89
三線 ▶P.90
　安波節 ▶P.90
海の声／てぃんさぐぬ花 ▶P.91

三味線 ▶P.92
　花笠音頭 ▶P.92
　〈寄せの合方〉 ▶P.93
箏 ▶P.94
　《さくら》変奏曲 ▶P.94
　〈初段〉 ▶P.95

和楽器

天国と地獄 ▶P.62
C-a-f-f-e-e ▶P.62
グリーンスリーヴス ▶P.62
ザナルカンドにて ▶P.63
見上げてごらん夜の星を ▶P.64

リコーダー ▶P.60

翼をください ▶P.14
花 ▶P.21
夏の思い出 ▶P.52
Heidenröslein（ヴェルナー） ▶P.57
見上げてごらん夜の星を ▶P.64
冬景色 ▶P.118
故郷 ▶P.119
荒野の果てに ▶P.120
懐かしきケンタッキーの我が家 ▶P.121
言わない ▶P.122
ぼくは　ぼく ▶P.125
おんがく ▶P.128

合唱曲

Plymouth Rock▶P.30
Clap, Tap with CUPS! ▶P.32
ミッション：インポッシブルのテーマ ▶P.42
星に願いを ▶P.44
ザナルカンドにて ▶P.63
お囃子 ▶P.89
タイムマシンにおねがい ▶P.107

アンサンブル
Michael, Row The Boat Ashore ▶P.35
真珠貝の歌 ▶P.35

ウクレレ ▶P.34

ソルフェージュ ▶P.18

京畿道アリラン ▶P.99
美しいエンメンタール ▶P.99

世界の諸民族の音楽
日曜日よりの使者 ▶P.38
第三の男のテーマ ▶P.40

ギター ▶P.36

美女と野獣 ▶P.70
サザエさん ▶P.110

ヴォイス・アンサンブル

花 ▶P.21
夏の思い出 ▶P.52
虫のこえ ▶P.85
冬景色 ▶P.118
故郷 ▶P.119

心の歌

《高砂》 ▶P.80
《羽衣》 ▶P.81

謡

Lemon ▶P.12
翼をください ▶P.14
負けないで ▶P.15
若者のすべて ▶P.16
日曜日よりの使者 ▶P.38
見上げてごらん夜の星を ▶P.64
Memory ▶P.68
美女と野獣 ▶P.70
オー・シャンゼリゼ ▶p.76
タイムマシンにおねがい ▶P.107
東京ブギウギ ▶P.114
クリスマス・イブ ▶P.115

ポピュラー・ソング

Invitation to Music! ▶P.2
Drums! 鼓動は時空を超えて ▶P.4
国立能楽堂 ▶P.6

口絵

アレンジャーは曲に魔法をかける ▶P.13
音楽用語とイタリア語 ▶P.24
カンツォーネ ▶P.25
ルールを守って音楽を楽しもう！ ▶P.31
指揮にチャレンジ（Exercise１，２） ▶P.51
指揮にチャレンジ（Exercise３） ▶P.52
ドイツ語に由来する言葉 ▶P.54

シューベルトの歌曲 ▶P.56
多くの作曲家に愛された『Heidenröslein』 ▶P.57
舞台芸術 ▶P.66
演奏会や観劇に行こう ▶P.69
ハバネラのリズム ▶P.75
音楽を織りなすさまざまな要素 ▶P.130
オーケストラを知ろう ▶P.148

その他

日本音楽の流れ ▶P.82
郷土の民謡と芸能 ▶P.96
What is JAZZ? ▶P.102
Rock History ▶P.104
歌謡曲からJ-POPへの100年▶P.112
西洋音楽の流れ ▶P.138
作曲家の年表と主な作品 ▶P.158

歴史
ボディー・パーカッションを楽しもう▶P.31
Let’s Play the GUITAR 1 ▶P.39
Let’s Play the GUITAR 2 ▶P.41
チャイムでアンサンブルを楽しもう▶P.45
リコーダーの運指表 ▶P.60
TAB（タブ）譜の読み方 ▶P.63
尺八について ▶P.79
唱
しょう

歌
が

について ▶P.95
バンド・アンサンブルに挑戦 ▶P.106
ギター／キーボード・コード表▶P.156

器楽

３連符 ▶P.14
シンコペーション ▶P.17
アウフタクト ▶P.59
楽典 ▶P.150
西洋音楽の用語と記号▶P.153
コード・ネーム ▶P.154

楽典

ヴォイス・トレーニング▶P.10
《Ave Maria》を歌う際に ▶P.11
イタリア語の歌を歌おう ▶P.24
Caro mio ben 大解剖！ ▶P.28
日本語と旋律 ▶P.49
詩の心を大切に歌おう ▶P.49

日本語の歌詞の歌い方 ▶P.49
ドイツ語の歌を歌おう ▶P.54
フランス語の歌を歌おう ▶P.77
謡に親しもう ▶P.80
ヴォイス・パーカッション ▶P.111

歌唱

歌唱・器楽 創
作

鑑
賞

3

（P.36・37）

（P.86・87）

�さまざまなジャンルから教材性の高い曲を厳選
　「ジャンル別MAP」を示すことで，生徒が幅広く音楽と関わることができるよう，
また，多様な状況に対応できるよう配慮しています。

（P.8・9 ジャンル別MAP）

どの教材も扱いやすい！
�生徒に日々接している先生方の
実践的なアイディアを具現化

　MOUSA1に掲載している歌唱や器楽の全ての
教材については，著者と編集部が試演を重ね，
音域や演奏のしやすさなどを検討しました。また，
創作では，生徒が取り組みやすいよう手順を示
しています。

丁寧な学習プロセスの
提示！
�生徒が達成感を得られる内容

　これまでの個々の音楽経験に関係なく，全て
の生徒が「楽譜を読めるようになった」「楽器を演
奏できるようになった」と実感できるよう，段階
を踏んで取り組める内容になっています。

授業スタイルに合わせて選曲することができる！
特徴 1

特徴 2

特徴 3
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器楽作品の創作に力を入れたケーテン時代

オルガン演奏と作曲の基礎を築いた青年時代

氏　名 ヨハン・ゼバスティアン・バッハ　Johann Sebastian Bach

出身国 ドイツ（当時は神聖ローマ帝国）

生没年月日 1685年3月21日［アイゼナハ］～1750年7月28日［ライプツィヒ］ （享
きょう

年
ねん

65歳）

音 楽 学 習 歴

幼少時代
町音楽師をしていた父ヨハン・アンブロージウスからヴァイオリンの手ほどきを，教会オルガン奏者をしていた父のい
とこからオルガンの手ほどきを受ける。聖ゲオルク教会付属ラテン語学校に入学，聖歌隊に所属し音楽教育を受ける。
また，長兄ヨハン・クリストフがオルガン奏者だったため，早くからオルガン音楽にも親しむ。

1694～95年
（9～10歳）

母と父を相次いで失い，オールドルフの長兄に引き取られ，本格的な音楽教育を受ける。この頃，ドイツの作曲家の
作品を熱心に研究し，ドイツ音楽の様式を学ぶ。

1700年（15歳）
長兄のもとを離れ，リューネブルクの聖ミヒャエル教会付属学校の給費生となり，器楽やオルガンを学ぶ。また，聖ミ
ヒャエル教会の聖歌隊員となる。この頃，北ドイツの音楽やフランスの音楽に触れる。

1705年（20歳） リューベックの聖マリエン教会オルガン奏者ブクステフーデを訪ね，彼のオルガン演奏や作品から多大な影響を受ける。

　1703年，18歳でアルンシュタット新教会のオルガン奏者となったバッハ
は，当時の最新式のオルガンを自由に使える幸運に恵まれ，オルガンの演奏
法やオルガン曲の研究に打ち込んだ。20歳のときには，リューベックの聖
マリエン教会のオルガン奏者を務めていたディートリヒ・ブクステフーデを
訪ね，彼の演奏や作品から多大な影響を受けた。07年には，ミュールハウ
ゼンの聖ブラージウス教会のオルガン奏者の職に就き，同年，マリア・バル
バラと結婚し７人の子をもうける。このうち長男ヴィルヘルム・フリーデマ
ンと次男カール・フィリップ・エマーヌエルは後に高名な音楽家となった。
08年，ザクセン＝ヴァイマル公国の宮廷オルガン奏者兼宮廷楽師となり，
数多くのオルガン作品を作曲した。 アルンシュタット新教会（現‚バッハ教会）のオルガン

　バッハのオルガン曲の中でも特に有名な作品で，ブクステ
フーデの影響が色濃くみられることから，1706年頃の作曲
と考えられる。自由な形式のトッカータで始まり，音階の上
行や下行，装飾音を伴う技巧的な短い旋律など，トッカータ
の特徴的な要素が即興的に演奏される。次いで四声のフーガ
（→P.133）が展開され，最後に再びトッカータの性格をもつ
部分が置かれる。なお，この作品は，自筆譜が発見されてい
ないことなどから，他の作曲家によるものという説もある。

トッカータとフーガ ニ短調 BWV565

BWV565と同時期の作品とされており，バッハのフーガの中でも主題や構成が明解な作品である。《小フーガ》の愛称でも知られている。

フーガ ト短調 BWV578

　1717年，バッハはアンハルト＝ケーテン侯国の宮廷楽長となった。領主
レオポルト侯は，自らも楽器を演奏するなど，音楽を深く愛する人物だった。
この時代のバッハは，恵まれた環境の中で多くの器楽作品を生み出した。
20年，妻マリア・バルバラが病死，翌年にアンナ・マクダレーナと再婚し13
人の子をもうけた。このうち末息子のヨハン・クリスティアン（→P.145）は，
後にイングランド王妃

ひ

に仕える音楽家として成功を収めた。宮廷ソプラノ歌
手を務めていたアンナ・マクダレーナは優れた音楽的才能の持ち主で，しば
しば夫の仕事を助けていたようである。バッハの再婚と時を同じくして，レ
オポルト侯も后

きさき

を迎えるが，彼女が音楽を好まなかったため，レオポルト
侯もしだいに音楽への情熱を失っていった。

《ブランデンブルク協奏曲》第2番 ヘ長調 BWV1047から第1楽章

19世紀のヴァイオリン奏者アウグスト・ヴィルヘルミがヴァイオリン独奏用に編曲し，《G線上のアリア》の名でも知られるようになった。

《管弦楽組曲》第3番 ニ長調 BWV1068から第2曲〈エール〉

　数多くの名手をそろえた優れた宮廷楽団が，レオポルト侯
の心変わりによって縮小されたため，バッハは新天地を求め
る決断を余儀なくされた。この全６曲からなるこの協奏曲は，
彼が就職活動を有利にする目的で，1721年にブランデンブ

ルク辺境伯クリスティアン・ルートヴィヒに献呈した作品で
ある。第２番はトランペット，フラウト・ドルチェ（リコーダー），
オーボエ，ヴァイオリンを独奏楽器とする協奏曲になってい
る。

バッハの率いる宮廷楽団の演奏が行われた
ケーテン城の鏡の間

J.S.バッハの作品に付けられている「BWV番号」は，ドイツの音楽学者ヴォルフガング・シュミーダー（1901～1990）によって編
へん

纂
さん

された『バッ
ハ作品目録（Bach Werke Verzeichnis）』の配列によるものである。この目録では，バッハの作品がジャンルごとに整理されている。

ヨハン・アンブロージウス・
バッハ

（1645～1695）

ディートリヒ・
ブクステフーデ

（c.1637～1707）

ケーテン侯レオポルト
（1694～1728）

アンナ・マクダレーナ・
バッハ

（1701～1760）

カール・フィリップ・
エマーヌエル・バッハ
（1714～1788）

　15歳のバッハは，身を寄せていた長兄ヨハン・クリストフのもとを離れ，ドイツ北部の町リュー
ネブルクに移り自活することを決心する。彼はこのとき，オールドルフからおよそ300kmの距離
を徒歩で移動したと伝えられている。また，20歳のときには，ブクステフーデに会うためにリュー
ベックを訪れているが，このときにも，アルンシュタットからおよそ370kmの距離を10日間か
けて歩いている。倹約家として知られるバッハの「原点」がかいま見られるエピソードである。
　また，モーツァルト（→P.145）は幼少の頃から父レオポルトとともに，ヨーロッパの主要都市を
たびたび演奏旅行している。現在では，列車で2時間30分足らずのザルツブルクとウィーンの間を，
馬車で1週間かけて移動したこの時代の旅は，想像以上に困難を伴うものだった。彼は36年に満
たない短い生涯のうち10年余りを旅に費やしたといわれている。

トッカータの部分

フーガの部分

マエスト
ロの

履歴書
生没年月日

音楽家と旅

J.S.バッハの生涯と作品をたどろう
　J.S.バッハとヘンデルは，同年にドイツで生まれた。ヘンデ
ルがヨーロッパ各地で華々しく活躍したのに対し，バッハは生
涯をドイツ国内で過ごし，その生活ぶりも質素だったと伝えら
れる。バロック時代の音楽を集大成したこの２人のマエストロ
（偉大な音楽家に対する尊称）は，しばしば比較され話題となる。
バッハは生前，作曲家としての評価は決して高くなかったが，
彼の残した1000曲を超える作品は，後の作曲家たちに大きな
影響を与えたばかりか，現代においてもジャズやロックなど他
のジャンルのアーティストに取り上げられる魅力をもっている。
そんなマエストロの生涯と作品をたどろう。

J.S.バッハ

参考曲

参考曲

139ページ バロックの音楽 136ページ ピアノによるさまざまな表現効果を聴き取ろう 153ページ楽器名の略表記

● 作曲家の生涯をたどりながら音楽を味わおう。
● さまざまなジャンルの音楽に触れ，それぞれの作品
の特徴を聴き取ろう。

144

　1723年，バッハはライプツィヒの聖トーマス教会のカントル（キリスト
教音楽の指導者で，教会における音楽行事を司

つかさど

る役職）に就任した。この職
は多忙を極め，毎日曜日のために教会カンタータ※を作曲し，その演奏の指
導もした。しかしながら，彼の勤勉さや優れた功績は正当に評価されず，待
遇をめぐって衝突や確執が絶えなかった。教会音楽への情熱がしだいに薄れ
ていた29年，ライプツィヒのコレギウム・ムジクム（大学生らが組織する音
楽愛好団体）に指揮者として招かれ，彼らのために世俗的な作品を多く作曲
した。また，この時代には過去の作品の改訂や再演にも着手し，多くの楽譜
を出版した。

聖トーマス教会とトーマス学校

　このカンタータは，ザクセン＝ヴァイマル宮廷楽団楽師長
時代の1716年に着手されたが，中断を経て，23年のマリア
のエリサベト訪問の祝日のために改作されたものである。四
声部の独唱，混声合唱，管弦楽による，２部構成，全10曲

の大作である。
　〈主よ，人の望みの喜びよ〉は，カンタータの第6曲と第
10曲に演奏されるコラール※で，神の子を宿した聖母マリア
の喜びが，３連音にのせて歌われる。

カンタータ第147番《心と口と行いと生きざまもて》 BWV147からコラール〈主よ，人の望みの喜びよ〉

この頃ライプツィヒでコーヒーが大流行していたことを題材にした一種の音楽劇で，《コーヒー・カンタータ》とも呼ばれている。

カンタータ第211番《おしゃべりはやめて，お静かに》 BWV211から第2曲〈アリア〉

　バッハは生前，ヘンデルとの面会を何度か試みたが，ついに実現するこ
とはなかった。ヨーロッパ各地で華々しく活躍し，高い名声を得ていたヘ
ンデルとは対照的に，バッハはオルガン奏者としては高く評価されていた
ものの，作曲家としてはあまり知られていなかった。彼の死後，その音楽
は時代とともに忘れ去られていった。
　1802年にドイツの音楽学者ヨハン・ニコラウス・フォルケルがバッハの
伝記を執筆した。その後，29年にライプツィヒを訪れたメンデルスゾー
ンによってバッハの作品が再評価され，ベルリンでの《マタイ受難曲》の再
演を機に，その偉大さが広く知られるようになった。

《マタイ受難曲》BWV244から第１部第１曲 導入の合唱〈来たれ，娘たちよ，われとともに嘆け〉

ケーテン時代の作品で，20世紀最大のチェロ奏者パブロ・カザルスによって再発掘され高く評価された。
《無伴奏チェロ組曲》第1番 ト長調 BWV1007から第1曲〈プレリュード〉

　「受難曲」とは，新約聖書に収められたの４つの福音書にお
けるイエスの受難物語に基づいて作曲される大規模な声楽作
品である。バッハは生涯に５つの受難曲を作曲したとされて
いるが，今日完全な形で残っているのは《マタイ受難曲》と《ヨ
ハネ受難曲》の２曲のみである。
　《マタイ受難曲》の作曲年は不詳だが，初演は1727年に聖
トーマス教会で行われたと考えられており，後に改作されて
今日演奏される最終稿に至ったのが36年頃とされている。
導入の合唱では，２組の管弦楽と混声合唱の対話形式でイエ
スの受難が歌われ，そこにソプラノ・リピエーノ※が加わる。

バッハの自筆譜：《マタイ受難曲》

※ カンタータ：器楽伴奏によって演奏される声楽作品で，独唱，重唱，合唱などによって
構成される。教会カンタータは，礼拝で行われる説教の内容などを音楽で伝える役目を
果たす。

※ コラール：プロテスタント教会の礼拝で歌われる賛美歌。

※ リピエーノ：バロック時代の協奏曲において独奏楽器群に対する合奏
群のこと。この曲ではコラールの旋律を担当するソプラノを指す。

参考曲

参考曲

教会音楽を生み出したライプツィヒ時代

《マタイ受難曲》の再演と「バッハ再評価」

4

新しい 改訂のポイントは

（P.142〜144）

作曲家の生きた時代背景や当時の生活などについて深く知ることができる「クローズ・アップ・マエストロ」。
J.S.バッハと，W.A.モーツァルトを取り上げています。

J.S.バッハの活動拠点をもとに時代を分け，そのときに作られた代表曲を挙げています。

�生活や社会の中の音や音楽，音楽文化と幅広く関わる資質・能力

の育成と，基礎的・基本的な知識及び技能の習得を目指します。分かる・できる

音楽学習歴も掲載

分かる・できる コミュニケーション力 学びに向かう力

作曲家の生涯と作品から学ぶ音楽文化と歴史

1 2 3

改訂の
ポイント

1
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 編曲

作曲者はイタリアのジュリオ・カッチーニ（c.1545～1618）といわれていたが，今ではロシアのギター，リュート奏者で作曲家のウラディー
ミル・ヴァヴィロフ（1925～1973）であるという説が有力である。

歌うときに，まず気を付けたいことは姿勢と呼吸。
　日常生活の中では，肩が内側に入り，前かがみの姿勢になっていることも
多い。このような姿勢では息を十分に吸うことができないので，歌うときに
は胸を開き，おへその下辺りに少し力を入れた状態で立つ（座る）とよい。
　また，上半身が硬いと息が入りにくいので，軽く体を動かして柔らかくし
よう。さらに，息をコントロールしながら吐き出すことも大切だ。

声をよく響かせるためには，ハミングで歌う練習が効果的。
　ハミングで歌うと，鼻の一部分がビリビリと震える。そこを意識して響きの感覚をつかむことができたら，下の譜例のよう
にまず“Hum.”で響きを確認し，次は“Ma”の発音に移行する練習をするとよい。下行するところではおなかの支えをしっか
りと保ち，最初の音の響きのまま歌うようにしよう。

頭
や
肩
が
前
傾
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

背せ

筋す
じ

を
伸
ば
す
。

息を吸うときは，肋
ろっ

骨
こつ

全体
を広げるようにする。

～

息をコントロールして歌うためには，リップロール※や母音唱で長く息を出す練習が効果的。
息の強さや長さが一定に保たれていないと，音をのばしている間に音高が不安定になったり声が揺れたりしてしまう。まず

はリップロールやOやUの母音唱で自分の息の強さや長さを確認してみよう。また，母音唱の際は唇
くちびる

や顎に力を入れすぎな
いようにしよう。

※ リップロール：唇を合わせた状態で息を吐き，唇をブルブルと振動させること。リップトリルともいう。

　息を吐き出す際は，体がしぼんでいくようにイメージしがちです。しかしこれでは呼気が安定せず，長くのばしている音が
だんだん弱くなり，音高も下がってしまいます。逆に，体を外側へ広げていくイメージをもつと，息の流れを安定させること
ができます。特に音高が下がっていくところは，おなかの支えをしっかりと保ち，胸も閉じないようにしましょう。

　 跳躍する音の間に音階の構成音を加えて母音で滑らかに歌った後，もとの音だけを歌う練習を繰り返すとよいでしょう。

譜例1 のように，中音域から高音域へと徐々に音
域を広げる練習をしましょう。このとき最高音をの
ばしている途中でおなかの支えがなくなってしまう
ことがあります。体を外側へ広げていくイメージを
もって最後までしっかりと支えるようにしましょう。
その後， 譜例2 のように，響きを保ちながら歌う練
習をするとよいでしょう。

～

～

軽
く
顎あ

ご

を
引
く
。

譜例1

～

譜例2

長いフレーズをたっぷりと歌うためには，
どのようなことに気を付けるとよいですか？

上行して跳躍する音（10小節目など）をレガートで歌
うためには，どのようなことに気を付けるとよいですか？

25小節目からの高音をきれいに歌うためには，
どのようなことに気を付けるとよいですか？

息を吐く際に，体を外側へ広げていくイメー
ジをもちましょう。

音が変わるときに息の流れが止まらないよう，
フレーズ全体を１つのまとまりと捉えましょう。

最高音で力まないように，フレーズの始まり
から最高音を意識するようにしましょう。

ヴォイス・トレーニング
V O I C E  T R A I N I N G

《Ave  Mar i a》を歌う際に

息の強さや長さが不安定な場合は，①姿勢が前かがみになっていないか，②息を十分に吸えているか，③息を吐く際に，胸
が閉じたりおへその下辺りの力が抜けたりしていないかを確認するとよい。
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頭
や
肩
が
前
傾
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

背せ

筋す
じ

を
伸
ば
す
。

息を吸うときは，肋
ろっ

骨
こつ

全体
を広げるようにする。

～

息をコントロールして歌うためには，リップロール※や母音唱で長く息を出す練習が効果的。
息の強さや長さが一定に保たれていないと，音をのばしている間に音高が不安定になったり声が揺れたりしてしまう。まず

はリップロールやOやUの母音唱で自分の息の強さや長さを確認してみよう。また，母音唱の際は唇
くちびる

や顎に力を入れすぎな
いようにしよう。

※ リップロール：唇を合わせた状態で息を吐き，唇をブルブルと振動させること。リップトリルともいう。

　息を吐き出す際は，体がしぼんでいくようにイメージしがちです。しかしこれでは呼気が安定せず，長くのばしている音が
だんだん弱くなり，音高も下がってしまいます。逆に，体を外側へ広げていくイメージをもつと，息の流れを安定させること
ができます。特に音高が下がっていくところは，おなかの支えをしっかりと保ち，胸も閉じないようにしましょう。

　 跳躍する音の間に音階の構成音を加えて母音で滑らかに歌った後，もとの音だけを歌う練習を繰り返すとよいでしょう。

譜例1 のように，中音域から高音域へと徐々に音
域を広げる練習をしましょう。このとき最高音をの
ばしている途中でおなかの支えがなくなってしまう
ことがあります。体を外側へ広げていくイメージを
もって最後までしっかりと支えるようにしましょう。
その後， 譜例2 のように，響きを保ちながら歌う練
習をするとよいでしょう。

～

～

軽
く
顎あ
ご

を
引
く
。

譜例1

～

譜例2

長いフレーズをたっぷりと歌うためには，
どのようなことに気を付けるとよいですか？

上行して跳躍する音（10小節目など）をレガートで歌
うためには，どのようなことに気を付けるとよいですか？

25小節目からの高音をきれいに歌うためには，
どのようなことに気を付けるとよいですか？

息を吐く際に，体を外側へ広げていくイメー
ジをもちましょう。

音が変わるときに息の流れが止まらないよう，
フレーズ全体を１つのまとまりと捉えましょう。

最高音で力まないように，フレーズの始まり
から最高音を意識するようにしましょう。

ヴォイス・トレーニング
V O I C E  T R A I N I N G

《Ave  Mar i a》を歌う際に

息の強さや長さが不安定な場合は，①姿勢が前かがみになっていないか，②息を十分に吸えているか，③息を吐く際に，胸
が閉じたりおへその下辺りの力が抜けたりしていないかを確認するとよい。

5

（P.10・11）

「ヴォイス・トレーニング」は，《Ave�Maria》だけでなく，
他の歌唱教材にも生かすことができます。

《Ave�Maria》を
歌う際のポイント
をQ&A形式で
掲載

�基本的な発声法を身に付けるための最適な教材《Ave�Maria》を扱ったこのページは，
1年を通して活用することができます。

発声の基本と実践
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身
近
な
も
の
を
使
っ
て
リ
ズ
ム
を
演
奏
し
よ
う

リ
ズ
ム
演
奏

　身近にあるコップ（紙製もしくはプラスチック製）を使い，手拍子や机を打つ音と組み合わせて，リズムを演奏しよう。

　コップを机に置く際，飲み口側と底側のどちらを下にするかによって音は変わる。また，底側であっても，全体を机に付

けるか，一部分を付けるかによって音が変わる。自分たちのイメージする音色を目指して，何度も試しながら音の出し方を

工夫しよう。

手拍子を打つ
（パン，パ）

片手で机を打つ
（トン，ト）

コップを持ち上げる
（スッ， スッ）※１

コップで机を打つ
（カン， カ

ン，カッ，

カ

ッ）※２
手でコップを打つ
（ポッ， ポ

ッ）※３

　下の５つの動作を覚えよう。

　コップを伏せた状態にセットする。演奏する前にリズムを
読んで覚えておくとよい。

※１：  どちらも軽く机をこすって
音を出す。 スッはコップを
逆手に持つ。

※２：  カンは飲み口側，

カ

ンは
底側を，コップ全体で強
く打つ。カッ，

カ

ッは軽
く打って弾ませる。

※３：  ポッは飲み口側，ポ

ッは底側を打つ。

　リズムを演奏できるようになったら，４分の４拍子の曲を選び，音楽に合わせてみよう。最初は  ぐらいの曲から始め，
だんだんテンポの速い曲にするのもおもしろい。
 　《負けないで》（→P.15)や《日曜日よりの使者》（→P.38)の他，《アンパンマンのマーチ》，《Uptown Funk feat. ブルーノ・
マーズ （マーク・ロンソン）》，《千本桜（黒うさP feat.初音ミク）》 など，自分たちで音源を持ち寄って合わせるのもよい。

手拍子を２回
打つ

手拍子を１回
打つ

右手でコップ
を逆手に持つ

左手でコップ
の飲み口側を
打つ

コップの底側
で机を打って
弾ませる

左手でコップ
の底側を打ち，
そのまま手の
ひらにのせる

左手を交差させ，
コップを伏せて
右側に置く

右手で机を
打つ

手拍子を１回
打つ

右手でコップ
を持ち上げる

コップを下ろ
して机を打つ

右(R）ー 左（L）ー 右の
順で机を打つ

動作を覚えよう

リズムを演奏しよう

：右に交差させる。
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パ
ー
ト
の
役
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を
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、
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
キ
ー
ボ
ー
ド
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
し
よ
う

ミッション：インポッシブルのテーマ（テレビ・ドラマ『スパイ大作戦』から）

ラロ・シフリン 作曲／野
の

田
だ

 学
がく

 編曲

①

②

③

④

シンバル

クラベス

トライアングル
ボンゴ

ボンゴ

ボンゴ

トライアングル

キーボードの音色例
①：フルート　②：トランペット　③：サクソフォーン　④：ベース

RC HH

クローズド奏法
オープン奏法

t
トリル

rill（`）：この記号が付けられた音とその２度上の音を
交互に素早く連続的に演奏する

細かく打つ

手拍子

足踏み

30
リ
ズ
ム
の
重
な
り
合
い
を
意
識
し
、
音
色
や
強
弱
を
工
夫
し
て
演
奏
し
よ
う

P
プリマス

lymouth R
ロック

ock
マレイ・ホーリフ 作曲

※楽譜には， ～ の他，足踏みがしやすいようにL（左）とR（右）を記入している。

ニューヨーク出身の演奏家ホーリフ（1948～　）が作曲したボディー・パーカッションによる二重奏曲。彼は演奏家として活動する傍
かたわ

ら，
作曲や音楽専門誌への記事の執筆なども行い，幅広く活躍している。

ドン パ ド ウン スッ
R

 カン  ト
L
ン ス

R
 ト

L
 カン 　 ッ

R
 ポッ　

カ

ン
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　４〜８人ぐらいのグループを作り，輪になって演奏しよう。その際，最後の「カン」のとき，右隣の人の前にコップを置くと，
コップを回しながら演奏することができる。また，「パン」のときは手拍子を打つ代わりに両隣の人と手を打ち合わせるなど，
いろいろなアイディアを出し合って自分たちなりのパフォーマンスを考えよう。

　いくつかの短いリズム・パターンをつくり，それらをつなぎ合わせてもよい。リズム・パターンをつくる際は，音を出しなが
ら組み合わせを考え，文字の太さや大きさなどで，音の長さや音色の違いが分かるように記譜の仕方を工夫しよう。

L LR RR R

L L L L L L L LR R

 

ト
L
ン ス

R
ッ カン ウ ト

L
ン カ ト

L
ン カン ト

L
ン  ト

L
ン ス

R
ッ カン ウ ト

L
ン カ ト

L
ン カン ト

L
ン

ドン，ド：両手で机を打つ。
ウン：８分休符。
ス：16分音符。

ウ：16分休符。
カ：16分音符。

： 左に交差させる。

　楽譜に表すと下のようになる。

　楽譜に表すと下のようになる。

右隣の人の前に
コップを置く

両隣の人と手を
打ち合わせる

↶ ↶

●つくったリズム・パターンを書こう。

●楽譜に表してみよう。

グ ル ー プ で 演 奏 し よ う

  オ リ ジ ナ ル の リ ズ ム を つ く ろ う

例1

例2

のパフォーマンスは，2012年にアメリカで公開されたミュージカル映画『ピッチ・パーフェクト』の中で，主演のアナ・ケンドリック
がコップを鳴らしながら歌ったシーンで使われたものである。それが人気となって製作されたミュージック・ビデオ『Cups』はアメリカで大

ヒットした。この『Cups』で使われている歌はもともと古いカントリー・ソングであるが，イギリスのバンドがカヴァーした際に，コップを打ち鳴らし
ながら歌った映像が動画サイトで話題となった。『ピッチ・パーフェクト』のシーンは，これを取り入れたものである。

強弱や音色の
工夫について説明
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ボディー・パーカッション 楽

  強弱記号の書かれていない部分についても強弱の変化を考える。

 強弱に合わせて手拍子の打ち方や足踏みの仕方を考える。

著
作
権

　《Plymouth Rock》は手拍子と足踏みだけで演奏する曲である。パートの役割を考えながら，手拍子や足踏みを
工夫して演奏しよう。

　コンサートやCD，インターネットによる音楽配信，カラオケなど，私たちは日頃からさまざまな形で音楽を楽し
んでいる。それらの音楽は，作る人の創造力や努力によって生み出されている。このように，人間が考えて作ったも
のを「知的財産」という。音楽に限らず，絵画や小説，写真，映画，ゲームなどの作品や特許なども知的財産である。
そして，これらを作った人（著作者）がもっている権利を「著作権」と呼び，著作者は著作権をもつことが，「著作権法」
という法律で定められている。
　ここでは，音楽を利用する際のルールについて確認しよう。

  各パートのリズムの特徴を感じ
取り，目立たせて演奏するリズ
ムと，逆に目立たせないように
演奏するリズムを決め，抑揚を
付ける。

  手拍子や足踏み以外のボディー・
パーカッション（指鳴らしや膝

ひざ

打ちなど）も取り入れる。

  《Plymouth Rock》に合うよう
な曲の音源を持ち寄り，それに
合わせて演奏する。

の手拍子 の足踏みの手拍子 の足踏み

❶全員がⅠとⅡの両方のパートを演奏できるようになったらグループに分かれ，どのように工夫したらより楽しい
アンサンブルになるのかアイディアを出し合って練習しよう。
❷グループ練習をするときには， ～ の中から部分的に取り出して合わせるなど，練習方法を工夫しよう。
❸試奏しながらグループで話し合って，よりよい演奏を目指そう。
❹各グループの表現の工夫に注目しながら，互いのアンサンブルを聴き合おう。

●  著作者が亡
な

くなった翌年の１月1日から数えて通常70年間は，著作権が存続することが定められている。ただし自由に利
用できる「例外」として，家庭内での個人的な利用，学校の授業での利用，無料・無報酬・非営利の演奏など，許諾を得ずに利
用してもよい場合がある。

● 著作権をもっている人（著作権者）に許諾を得るのが原則だが，著作権者は権利の管理を団体等に委託していることも多い。
その場合は管理している団体や出版社に問い合わせる。使用料が発生することもあるので注意しよう。

● CDやデータを作った人（会社）や演奏した人も著作権に似た権利（著作隣接権）をもっている。そのため，著作権のない作品
でも，その音源を自由にコピーできるとは限らないので注意しよう。

　音楽の授業で作曲した
曲に著作権はあるの？

　好きなアーティストのCDから
コピーした曲を，自分のホーム
ページにアップロードしたいな！

　探していた曲があるホームページにアッ
プロードされているけれど，パソコンなど
にダウンロードしてもいいのかな？

ルールを守って音楽を楽しもう！

こんなときはどうすればいいの？ ～友達と話し合ったり調べたりしよう～

音楽を利用する際のルール
　どの作品にも作った人がいることを意識し，「作品を使う権利は，著作者がもっている」と理解しよう。そのうえで，
音楽を利用する際は，「著作者の許諾を得る」ことを忘れないようにする必要がある。

例

例

例

例

例

演 奏 の 工 夫

ボディー・パーカッションを楽しもう
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6

（P.32・33）

（P.42・43）

音色を工夫して楽しむ
キーボード・

アンサンブルも掲載

動画サイトで話題となり，2012年公開のミュージカル映画にも使われた『Cups』の
パフォーマンスをもとにした教材を取り上げています。

（P.30・31）

ボディー・パーカッションは楽器を用いないため，無理なく取り組むことができます。

個々の創造性を育むとともに，グループ活動によって協働しながら
	 主体的に取り組むことができる教材

グループ活動に効果的なアンサンブル教材が豊富

「主体的・対話的で深い学び」を実現し，思考力，

判断力，表現力等を育てます。コミュニケーション力
改訂の
ポイント

2
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　組曲《動物の謝肉祭》は，フランスの作曲家サン=サーンス（1835～1921）によって，彼の
友人が主催するマルディ・グラ（謝肉祭の最終日）の音楽会で私的に楽しむために作られた。
さまざまな動物が描かれたこの作品では，既存の曲のフレーズをパロディー（他の作品を滑

こっ

稽
けい

に作り替え，風刺をきかせたもの）として用いるなど，ユニークな表現がみられる。サン=
サーンスの意向により，彼の生前は第13曲〈白鳥〉を除いて出版と演奏が禁じられていたが，
1922年に初めて公の場で演奏されたのをきっかけに，広く世に知られるようになった。

音楽の要素とイメージをつなげよう

組曲《動物の謝肉祭》 カミーユ・サン=サーンス 作曲

それぞれの動物を表現す
るために，音楽の要素が
どのように関わっている
のか考えよう。

◉ 組曲は14の短い曲で構成され，それぞれにタイトルが付けられている。

◉ 2台のピアノを中心に下のような楽器で演奏される。曲ごとに編成は異なる。

※第14曲〈終曲〉では，これまでに
登場した動物などが次々と現れる。

● フルート （ピッコロ持ち替え）
● クラリネット
● 鉄琴 （グロッケン）※

● 木琴 （シロフォン）
● ピアノ Ⅰ ， Ⅱ

音楽の特徴を捉えよう

※本来は「グラス・ハーモニカ」と指定されているが，
希少楽器のため，現在は「鉄琴 （グロッケン）」ま
たは「チェレスタ」で代用されることが多い。

①組曲を聴き，130ページを参考に，「音楽を織りなすさまざまな要素」の観点からそれぞれの曲の特徴を捉え，言葉で表そう。

②気に入った曲を選び，その特徴や感じたことを文章にまとめよう。

③ まとめた内容を発表し合い，意見を交換しよう。

タイトル
楽 曲 の 特 徴

音色 リズム 速度 旋律 強弱 構成，その他

1
序奏と堂々たる
ライオンの行進

弦楽器とピアノ。

硬い感じ。

規則的。重々し

い感じだが躍動

感もある。

ライオンが堂々

と行進する姿が

思い浮かぶよう

な，落ち着いたテ

ンポ。

スラーとスタッ

カートが特徴的

で，少しおどけた

ような印象を受

ける。

全体的に強いが，

終盤にメロディーが

いったん弱くなり，

まただんだんと盛り

上がって終わる。

楽器の掛け合いが

効果的。途中，ファン

ファーレやライオン

のうなり声のような

音に驚かされる。

2

● ヴァイオリン Ⅰ ， Ⅱ
● ヴィオラ 
● チェロ
● コントラバス

1. 序奏と堂々たるライオンの行進
2. 雌

めん

鶏
どり

と雄
おん

鶏
どり

3. らば
4. 亀

5. 象
6. カンガルー
7. 水族館
8. 耳の長い紳士

9. 森の奥のかっこう
10. 大きな鳥

とり

籠
かご

11. ピアニスト
12. 化石

13. 白鳥
14. 終曲※

〈序奏と堂々たるライオンの行進〉 

　短い序奏の後，「百獣の王」ライオンの堂々とした行進が始まる。威厳に満ちた足取りがユニゾンで表

現され，重々しい旋律だが，スラーとスタッカートが少しおどけたような躍動感を与えている。曲の途

中でライオンのうなり声のような低音と，ファンファーレのように華やかな高音が交互に聴こえてきて，

規則正しい曲調に変化がもたらされ，メリハリのある楽曲にまとめられている。

例

例
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音楽は，さまざまな要素が関わり合ってできている。これらの要素の働きを理解し，表現や鑑賞の学習に生かそう。

音楽を織りなすさまざまな要素

　　

声：女声／男声
曲種に応じた声（オペラの声／日本の民謡の声）

楽器：いろいろな楽器の音色
　　　 奏法による音色の違い（ヴァイオリンを弓で弾く音と指で

はじくピッツィカートの音／尺八のメリやカリ／打楽器の打

つ場所による音色の違い）

身の回りの音：自然音や環境音

拍や拍子，曲を特徴付けているリズム などリズム

和音や和声，音や旋律の
重なり方 などテクスチュア

拍：音楽の流れの中で等間隔で刻まれる時間の単位
拍子：拍のまとまりにみられる周期性
いろいろなリズム

世界の諸民族の音楽や日本の伝統音楽のリズム：
　拍節的な（拍のある）リズム （「アリラン」／《八木節》）

無拍節的な（拍のない）リズム（「オルティンドー」／《江
え

差
さし

追
おい

分
わけ

》）

間
ま

3連符

シンコペーション

スウィング

音量や音の高低にかかわらず特有の音として
認識できるもの など音色

速度（テンポ）の設定，変化，緩急の対比 など速度

音のつながり方やフレーズ，旋律を生み出す
音階や調 など旋律

音量の設定，強弱の変化や対比 など強弱

楽曲形式，形式にとらわれないスタイル など形式

反復，変化，対照，主題の扱い方 など構成

その他の要素

テクスチュア

強弱

構成

形式

音色

リズム

速度

旋律

一定の速度：メトロノーム記号（ ）　　
　　　　　　速度用語（Moderato ，Allegro　など）

速度の変化：rit. ， accel.

日本の伝統音楽における速度の変化：序
じょ

破
は

急
きゅう

※

※しだいに速くなる速度を表す際に用いられる。

旋律の性格付けに影響を与えるもの： 音階，調性，音程，
音域

進行（連続する２音の高低の変化）の種類：

下行上行

「跳躍進行」「順次進行」

モノフォニー：単旋律
ポリフォニー：複数の独立した旋律の組み合わせ
　　　　　　　（《フーガ ト短調》）

ホモフォニー：主旋律と和声的な伴奏の組み合わせ
　　　　　　　（《懐

なつ

かしきケンタッキーの我が家》）

日本の伝統音楽の音や旋律の重ね方

　通常，8小節のまとまりを「大楽節」といい，「続く感じ」
の4小節と「終わる感じ」の後半４小節に分けることができ
る。この４小節のまとまりを「小楽節」と呼ぶ。説明の際，
大楽節にはA‚B‚C，小楽節にはa‚b‚cを用いることが多い。
二部形式：例 ①A(a a’) B(b a’)　②A(a a’) B(b b’)
三部形式：例 ①A(a a’) B(b b’)A(a a’)
　　　　　　 ②A(a a’) B(b b’)A(a a’’)
ロンド形式：例①A-B-A-C-A　② A-B-A-C-A-B-A
ソナタ形式： 提示部 - 展開部 - 再現部 - コーダ

日本の伝統音楽における形式：序
じょ

破
は

急
きゅう

※

※「はじめ・なか・おわり」という形式上の３つの区分。

主題の対比

ジャズの演奏の構成例

作曲者の意図や表現の様式／地域や民族，時代による違い
演奏者による解釈の違い／他の芸術との関わり　など

「歓喜の主題」

「抱擁の主題」

イントロ
（前奏） テーマ ソロ※ テーマの

再現 エンディング

ベートーヴェン：交響曲第９番《合唱付き》から第4楽章

※各プレーヤーが順番に即興演奏を展開する。

一定の強弱を示す記号：

強弱の変化を示す用語：dim. ，decresc. ，cresc.
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　組曲《動物の謝肉祭》は，フランスの作曲家サン=サーンス（1835～1921）によって，彼の
友人が主催するマルディ・グラ（謝肉祭の最終日）の音楽会で私的に楽しむために作られた。
さまざまな動物が描かれたこの作品では，既存の曲のフレーズをパロディー（他の作品を滑

こっ

稽
けい

に作り替え，風刺をきかせたもの）として用いるなど，ユニークな表現がみられる。サン=
サーンスの意向により，彼の生前は第13曲〈白鳥〉を除いて出版と演奏が禁じられていたが，
1922年に初めて公の場で演奏されたのをきっかけに，広く世に知られるようになった。

音楽の要素とイメージをつなげよう

組曲《動物の謝肉祭》 カミーユ・サン=サーンス 作曲

それぞれの動物を表現す
るために，音楽の要素が
どのように関わっている
のか考えよう。

◉ 組曲は14の短い曲で構成され，それぞれにタイトルが付けられている。

◉ 2台のピアノを中心に下のような楽器で演奏される。曲ごとに編成は異なる。

※第14曲〈終曲〉では，これまでに
登場した動物などが次々と現れる。

● フルート （ピッコロ持ち替え）
● クラリネット
● 鉄琴 （グロッケン）※

● 木琴 （シロフォン）
● ピアノ Ⅰ ， Ⅱ

音楽の特徴を捉えよう

※本来は「グラス・ハーモニカ」と指定されているが，
希少楽器のため，現在は「鉄琴 （グロッケン）」ま
たは「チェレスタ」で代用されることが多い。

①組曲を聴き，130ページを参考に，「音楽を織りなすさまざまな要素」の観点からそれぞれの曲の特徴を捉え，言葉で表そう。

②気に入った曲を選び，その特徴や感じたことを文章にまとめよう。

③ まとめた内容を発表し合い，意見を交換しよう。

タイトル
楽 曲 の 特 徴

音色 リズム 速度 旋律 強弱 構成，その他

1
序奏と堂々たる
ライオンの行進

弦楽器とピアノ。

硬い感じ。

規則的。重々し

い感じだが躍動

感もある。

ライオンが堂々

と行進する姿が

思い浮かぶよう

な，落ち着いたテ

ンポ。

スラーとスタッ

カートが特徴的

で，少しおどけた

ような印象を受

ける。

全体的に強いが，

終盤にメロディーが

いったん弱くなり，

まただんだんと盛り

上がって終わる。

楽器の掛け合いが

効果的。途中，ファン

ファーレやライオン

のうなり声のような

音に驚かされる。

2

● ヴァイオリン Ⅰ ， Ⅱ
● ヴィオラ 
● チェロ
● コントラバス

1. 序奏と堂々たるライオンの行進
2. 雌

めん

鶏
どり

と雄
おん

鶏
どり

3. らば
4. 亀

5. 象
6. カンガルー
7. 水族館
8. 耳の長い紳士

9. 森の奥のかっこう
10. 大きな鳥

とり

籠
かご

11. ピアニスト
12. 化石

13. 白鳥
14. 終曲※

〈序奏と堂々たるライオンの行進〉 

　短い序奏の後，「百獣の王」ライオンの堂々とした行進が始まる。威厳に満ちた足取りがユニゾンで表

現され，重々しい旋律だが，スラーとスタッカートが少しおどけたような躍動感を与えている。曲の途

中でライオンのうなり声のような低音と，ファンファーレのように華やかな高音が交互に聴こえてきて，

規則正しい曲調に変化がもたらされ，メリハリのある楽曲にまとめられている。

例

例

7

（P.130・131）

音楽を形づくっている
要素について分かりやすく解説

音楽の特徴を
言葉で表現

「音楽を織りなすさまざまな要素」を参考に，音楽の要素が曲想とどのように関わっているのかを
主体的に捉えることができます。

〔共通事項〕を手がかりに学習を進めることができる教材



打点

①
加
速

②加速

減
速

減速

打点

①
加
速

③加速

減
速

減速

②加速

減速

打点

①
②
加
速

④加速

減
速

減速

③加速

減速

１ ２

１

３

２

 

２

４

３

１

２拍子 ３拍子 ４拍子

２拍子 ３拍子 ４拍子

２拍子 ３拍子 ４拍子
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指
揮

　指揮者は，合唱や合奏をまとめるうえで大切な存在である。演奏の始まりや終わりのタイミングをそろえたり，テンポ
を指示したりするだけでなく，演奏者に音楽的なニュアンスを伝えてアンサンブルの統一を図るという重要な役割も担

にな

っ
ている。
　以下のExerciseを参考にして，より見やすく，演奏者に指示が伝わりやすい指揮を目指そう。

　演奏する曲の雰囲気に合った指揮ができるよう，さまざ
まな振り方を身に付けよう。いずれも，最初はメトロノー
ムに合わせて２拍子，３拍子，４拍子を練習し，感覚をつ
かんだらメトロノームを使わずに振ってみよう。
① ゆったりとした曲や抑揚の少ない曲を指揮するときには，
腕の加速や減速をできるだけなくし，打点を明確に示さ
ずに振ることがある。この振り方は「平均運動」とも呼ば
れる。

なるテクニックで，「叩
たた

き」とも呼ばれる。メトロノーム
のテンポ設定を変えて，さまざまなテンポで練習すると
よい。

打点から振り上げる瞬間を除いて，肩や腕に力が入

らないように注意しよう。振り下ろすときは自然に

加速し，振り上げるときは自然に減速しよう。

④ 感覚をつかんだら，メトロノームを使わずに１拍子を振っ
てみる。

振る前に頭の中でテンポを設定し，それをキープし

よう。

⑤同様に，２拍子，３拍子，４拍子を「叩き」で振る。
各拍の打点が全て同じ位置になるように振ろう。

 できるだけ腕の力は抜くが，手首をくねくねさせす
ぎないようにしよう。

③ 躍動感のある曲を指揮するときには，打点から腕を撥
は

ね
上げ，減速しながら次の打点に向かう振り方をすることが
ある。このときの図形は「叩き」もしくは「しゃくい」と同じ
でよい。この振り方は「撥ね上げ」とも呼ばれ，次の例の
ように，拍の頭が休符で始まる音型の入りを指示すると
きにも使われることがある。
例

撥ね上げるときの速度を変えることによって，演奏

者に与える躍動感の度合いが異なることを確認しよう。

　Exercise1，2を生かしながら，Exercise3を参考に，《夏の思い出》（→P.52)の指揮をしよう。

　指揮をするときの正しい姿勢と基本的
な動きを身に付けよう。
① 背

せ

筋
すじ

を伸ばして立ち，上半身を腰でしっ
　かりと支える。

足を開きすぎないようにしよう。

② 右腕の肘
ひじ

から指先までが一直線になる
ように意識しながら，右手が顔の正面
にくる位置で構える。

左腕は自然に体の横に下ろそう。

③ メトロノームに合わせて１拍子を振っ
てみる。ボールが地面に落下して跳ね
返る動きをイメージしながら，腕を振

り下ろして振り
上げる。その際，
打点（拍の位置）
がおなかの前辺
りにくるように
する。これは指
揮の最も基本と

加
速

打点

減
速

加
速

打点

減
速

E x e r c i s e  2

　  打点の位置が左右に広がっても，打点の高さは変わ
らないようにしよう。また，打点を明確に示さなく
ても，拍はしっかりと意識しながら振ろう。

② レガートの曲を指揮するときには，指揮の図形を曲線的
にして，適度な加速と減速を伴いながら，滑らかに腕を
動かして振ることがある。この振り方は「しゃくい」とも
呼ばれる。

指揮 にチャレンジ

E x e r c i s e  1

52ページExercise 3

●振り下ろした際の
　打点位置

●基本的な構え方

　打点位置

減速しながら１拍目へ 真上に撥ね上げ，
２拍目へ

予備拍 １拍目

１拍目

　下に示したグループの会話を参考に，《Caro mio ben》の旋律
や曲の構成などについて，グループで分析しよう。そして，その
内容をもとに，より表情豊かな演奏になるよう工夫しよう。

旋律が３拍目から始まる。 旋律がピアノで
演奏される。初めて音が跳躍する。

連続して音が跳躍する。 旋律の雰囲気が変化する。

歌の旋律にfが現れる。 テンポが変化する。

冒頭の旋律が再現される。 終わらない感じの和音が用いられている。

フェルマータが付いている。

● この曲のタイトルでもある“caro mio ben”（ の部分）
という歌詞は，曲中で４回歌われる。それぞれの部分の
違いを確認し，どのように表現したらよいのかを考えよう。

１拍目から歌い始めるよりも，旋律が
次につながっていく感じがします。

この曲では，旋律が「１，２，３，４」ではなく
「３，４，１，２」という拍のまとまりになっています。

今までは，ほぼ順次進行だったので，この部分が
より引き立って聞こえませんか？

この部分は音が大きく跳躍していて，
正しく歌うのはとても難しいです。

アクセントも付いて，より強調されているようです。

このfによって，“Cessa（やめてくれ）”という
思いが強く表現されていますね。

でも，10，23小節目の“senza di te languisce il cor”
と同じリズムを用いているので，曲としての一体感がありますね。

 #ソの音が，苦しさを表している
ような感じがします。

ここにもfとアクセントが付いています。

下行してきた歌の旋律が，ここで突然，
跳躍していますね。

“tanto rigor!（過酷な仕打ち）”という歌詞が
繰り返されているので，リタルダンドで強調されて
いるのかもしれませんね。

ここからクライマックスへと向かって
いくような感じがします。

25小節目は12小節目とは違い，次に何かが
来ることを期待させるような和音ですね。

フェルマータを付けることで“te”の
音が強調されていますね。

曲のクライマックスが効果的に
演出されている感じがしますね。

クレシェンドしている旋律が，最後の“te”に
向かって，さらにクレシェンドしています。

続く最後のフレーズでは，今までの
旋律が倍の長さになっています。

旋律も上行形に変わっていますよ。

ピアノ伴奏の形も変化しています。

ここから転調しています。

次のfへ向かってクレシェンドしていますね。

Point 1

Point 4 Point 5

Point 2 Point 3

Point 6

Point 8

Point 10

Point 9

Point 7

旋律が３拍目から始まる。Point 1 連続して音が跳躍する。Point 4 テンポが変化する。Point 7 終わらない感じの和音が用いられている。Point 9

フェルマータが付いている。Point 10

冒頭の旋律が再現される。Point 8

旋律の雰囲気が変化する。Point 5

歌の旋律にfが現れる。Point 6

初めて音が跳躍する。Point 2

旋律がピアノで演奏される。Point 3

πpで歌うための工夫かもしれませんね。

冒頭の旋律がpπからクレシェンド
しながら再現されますね。

直前の旋律からブレスせずにスラーで
つなげて歌われます。

ピアノ伴奏にも８分音符の動きが加えられているので，
フレーズが滑らかにつながって聞こえます。

リズムも付点音符ではなくなっています。

同じような下行形が２回続いた後，３回目の
終わりで音が跳躍していますね。

“senza di te（あなたがいなくては）”という
歌詞が大切に歌われている感じがします。

“Caro mio ben”と歌われる旋律を
ピアノだけで演奏していますね。

続く部分で１回目は“credimi almen”と歌われて
いた旋律が，“caro mio ben”と歌われています。
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カーロ ミオ ベン

150ページ楽典

　下に示したグループの会話を参考に，《Caro mio ben》の旋律
や曲の構成などについて，グループで分析しよう。そして，その
内容をもとに，より表情豊かな演奏になるよう工夫しよう。

旋律が３拍目から始まる。 旋律がピアノで
演奏される。初めて音が跳躍する。

連続して音が跳躍する。 旋律の雰囲気が変化する。

歌の旋律にfが現れる。 テンポが変化する。

冒頭の旋律が再現される。 終わらない感じの和音が用いられている。

フェルマータが付いている。

● この曲のタイトルでもある“caro mio ben”（ の部分）
という歌詞は，曲中で４回歌われる。それぞれの部分の
違いを確認し，どのように表現したらよいのかを考えよう。

１拍目から歌い始めるよりも，旋律が
次につながっていく感じがします。

この曲では，旋律が「１，２，３，４」ではなく
「３，４，１，２」という拍のまとまりになっています。

今までは，ほぼ順次進行だったので，この部分が
より引き立って聞こえませんか？

この部分は音が大きく跳躍していて，
正しく歌うのはとても難しいです。

アクセントも付いて，より強調されているようです。

このfによって，“Cessa（やめてくれ）”という
思いが強く表現されていますね。

でも，10，23小節目の“senza di te languisce il cor”
と同じリズムを用いているので，曲としての一体感がありますね。

 #ソの音が，苦しさを表している
ような感じがします。

ここにもfとアクセントが付いています。

下行してきた歌の旋律が，ここで突然，
跳躍していますね。

“tanto rigor!（過酷な仕打ち）”という歌詞が
繰り返されているので，リタルダンドで強調されて
いるのかもしれませんね。

ここからクライマックスへと向かって
いくような感じがします。

25小節目は12小節目とは違い，次に何かが
来ることを期待させるような和音ですね。

フェルマータを付けることで“te”の
音が強調されていますね。

曲のクライマックスが効果的に
演出されている感じがしますね。

クレシェンドしている旋律が，最後の“te”に
向かって，さらにクレシェンドしています。

続く最後のフレーズでは，今までの
旋律が倍の長さになっています。

旋律も上行形に変わっていますよ。

ピアノ伴奏の形も変化しています。

ここから転調しています。

次のfへ向かってクレシェンドしていますね。

Point 1

Point 4 Point 5

Point 2 Point 3

Point 6

Point 8

Point 10

Point 9

Point 7

旋律が３拍目から始まる。Point 1 連続して音が跳躍する。Point 4 テンポが変化する。Point 7 終わらない感じの和音が用いられている。Point 9

フェルマータが付いている。Point 10

冒頭の旋律が再現される。Point 8

旋律の雰囲気が変化する。Point 5

歌の旋律にfが現れる。Point 6

初めて音が跳躍する。Point 2

旋律がピアノで演奏される。Point 3

πpで歌うための工夫かもしれませんね。

冒頭の旋律がpπからクレシェンド
しながら再現されますね。

直前の旋律からブレスせずにスラーで
つなげて歌われます。

ピアノ伴奏にも８分音符の動きが加えられているので，
フレーズが滑らかにつながって聞こえます。

リズムも付点音符ではなくなっています。

同じような下行形が２回続いた後，３回目の
終わりで音が跳躍していますね。

“senza di te（あなたがいなくては）”という
歌詞が大切に歌われている感じがします。

“Caro mio ben”と歌われる旋律を
ピアノだけで演奏していますね。

続く部分で１回目は“credimi almen”と歌われて
いた旋律が，“caro mio ben”と歌われています。

28 29
楽
譜
を
よ
く
見
て
、
リ
ズ
ム
、
旋
律
、
強
弱
、
構
成
な
ど
に
注
目
し
な
が
ら
曲
の
魅
力
を
探
り
、
表
現
を
深
め
よ
う

カーロ ミオ ベン
カーロ ミオ ベン

150ページ楽典

8

表現豊かな演奏へつなげる
生徒どうしの会話

（P.51）

（P.28・29）

次のページでは，
《夏の思い出》を用いて
実践的に学びます。

指揮の振り方を
丁寧に解説

指揮の基本的な動きを身に付ける
ことができます。

�「主体的・対話的で深い学び」の本質に触れることができます。

表現方法について
	 深く考えることができる
	 指揮の実習

グループの会話を参考に《Caro	mio	ben》を分析

学びに向かう力，人間性等を育てます。学びに向かう力
改訂の
ポイント

3
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スタンダード・
ナンバー※1の
《枯葉》を
聴き比べよう

スタンダード・
ナンバー※1の
《枯葉》を
聴き比べよう ジ

ャ
ズ

What is JAZZ?

 ジャズの特徴（ジャズって自由？）

ジャズの歴史

各楽器の演奏例

標準的な演奏の構成例

　ジャズは，19世紀末から20世紀初頭，アメリカのニュー
オーリンズを拠点に生まれた音楽である。誕生から今日に至
るまで，さまざまなスタイルを生み出しながら発展してきた。
ジャズの魅力としては「独特なコードの響き」や「即興による

●シンプルな楽譜
　テーマとなるメロディーやコード・ネームだけが書かれた
「リード・シート」を使うことが多い。
●テンション・コード
　リード・シートに書かれているコード・ネームに，テンション・
ノートと呼ばれる，ルート（根

こん

音
おん

）から数えて9，11，13番
目などの音を加え，緊張感のある響きにする。

Cm7のテンションコードの例（ の音がテンション・ノート）

●リズム
　4分の4拍子の場合，2拍目と4拍目にアクセントを置く
オフ・ビート（アフター・ビート）と， のように揺れる
ようなリズムで演奏することが多い。
●即興演奏
　ジャズでは，メロディーだけでなくコードやリズムにもプ
レイヤーの独創性や表現力が反映される。

1890年代
ジャズの誕生

　主にアフリカ音楽のリズムやメロディーと，西洋音楽の楽器やハーモニーの要素が融合し
て生まれた。

1900～40年代
オールド・ジャズの時代

　グループでの即興演奏を特徴とする「ニューオーリンズ・ジャズ」の後，ビック・バンドによ
る即興演奏の要素が弱いダンス音楽の「スウィング・ジャズ」などが主流となった。

1940～60年代
モダン・ジャズの時代

　ジャズの黄金期と呼ばれ，ダンス音楽から鑑賞する音楽へと変遷していく。即興的なメロ
ディーや細分化されたリズム，拡張されたコードを特徴とする「ビ・バップ」，穏やかなリズム
や楽曲の統一感などの雰囲気を重視した「クール・ジャズ」，洗練された即興演奏でビ・バップ
を発展させた「ハード・バップ」，旋法（モード）を用いて従来のコード進行の規則から解放され
た「モード・ジャズ」などが生まれ，独創的な即興演奏によってジャズの可能性が広がった。

1960～80年代
フュージョンの誕生

　コード進行にとらわれない自由な演奏で自己表現を強調する「フリー・ジャズ」，ロックやソ
ウル・ミュージックとの融合が図られた「フュージョン」など，スタイルが多様化した。

1980～2000年代以降
さらなる多様化の時代

　フュージョン全盛の後，60年代までのスタイルを取り入れて再構成したり，ヒップ・ホップ
と融合したりするなど，今も新しい道をたどっている。

　《枯葉》は，フランスで活躍した作曲家ジョゼフ・コズマ（1905～1969）が1945年に作曲し，翌年，
映画の挿入歌としてイヴ・モンタン（1921～1991）によって歌われたシャンソン※2である。後に曲の
後半部分に英語歌詞が付けられ，その部分がジャズのテーマとして用いられるようになった。
　103ページに紹介するアルバムから，原曲のシャンソン（①），クインテット※3（②），ピアノ・トリオ（③）
による《枯葉》を聴き比べよう。

　ここでは，ジャズのピアノ・トリオ（ピアノ，ベース，ドラムスからなる三重奏）による《枯葉》を例に，各楽器の演奏例を紹
介する。プレイヤーが用いる楽譜はリード・シートのみである。そこからプレイヤーたちは，どのような工夫をしながら演奏
していくのか見てみよう。

　リード・シートに書かれているメロディーやリズムを変化させたり，テンション・
コードや異なるコードに置き換えたりして演奏する。プレイヤーにはそれらを個性
的に即興で展開していく演奏力が求められる。

　アンサンブルの土台となる低音を，主にコントラバスやエレキ（エレクトリック）・
ベースが演奏する。滑らかなベース・ラインを生み出すために，1拍目はコードのルー
トを弾き，続く2，3，4拍目に即興的に4分音符の音を入れる奏法がよく用いられる。

piano
【ピアノ】

bass
【ベース】

　曲調に合わせたリズム・パターンを演奏しながら，即興的にアクセントを入れ
たり，フレーズのつなぎ目に短いリズム・パターン（フィル・イン）を加えたりする。drums

【ドラムス】

①イヴ・モンタン
『枯葉～ベスト・オブ・
イヴ・モンタン』

② キャノンボール・
アダレイ

『サムシン・エルス』

③ビル・エヴァンス
『ポートレイト・イン・
ジャズ』

※１スタンダード・ナンバー：広く知れ渡り，時代や流行に左右されず根強い人気をもつ曲。　
※２シャンソン：フランスのポピュラー・ソングで，人生の喜怒哀楽を歌うものが多い。　※３クインテット：五重奏。

イントロ
（前奏） テーマ

ソロ
（各プレイヤーが
順番に即興演奏を

展開する）

テーマの再現 エンディング

ジャズについて理解したうえで《枯
葉》を聴き比べ，さまざまなアレン
ジや演奏表現を味わおう。また，
それぞれの特徴やよさを話し合おう。

ジ
ャ
ズ
の
特
徴
を
理
解
し
、
響
き
や
雰
囲
気
を
味
わ
お
う

原曲（シャンソン） ハード・バップ モード・ジャズ

フィル・インの例

●ジャズで使われるリード・シートの例：《枯
かれ

葉
は

》（J.コズマ 作曲）

Autumn  L e a v e s
J.Ko smaA u t umn  L e a v e s

J.Ko sma

自由な演奏」などが挙げられる。
　ここでは，モダン・ジャズのスタイルを例に，プレイヤー
（奏者）がどのように音楽を作り上げていくのかを知り，響き
や雰囲気を味わおう。

SD（ブラシで演奏） RC

HH（ペダル操作のみで演奏）

実音は１オクターヴ下

Cb.（弦を右指ではじいて演奏）

154ページコード・ネーム106ページバンド・アンサンブルに挑戦104ページRock History

SD（スティックで演奏）

4ページ Drums!

9

学習をサポートするQRコード

（P.102・103）

ジャズの演奏を映像で鑑賞

指揮の振り方を動画で
分かりやすく解説

ピアノ・トリオによる《枯葉》の演奏

実際に目や耳で確認することで，知識を
確かなものにします。

ジャズを学ぶ際のさまざまな観点を提示しています。

生徒の興味・関心や意欲を高めるような紙面の工夫
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言わない
さくらももこ 作詞／佐

さ

井
い

孝
たか

彰
あき

 作曲

あ
な
た
は
言
わ
な
い
。

言
わ
な
い
こ
と
が

よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
よ
。

そ
れ
は

わ
た
し
も
言
わ
な
い
こ
と
と

た
ぶ
ん
通
じ
て
い
る
か
ら
。

わ
た
し
は
　そ
れ
が

言
い
よ
う
の
な
い
こ
と
だ
と

知
っ
て
い
る
し

あ
な
た
も
わ
か
っ
て
い
る
。

さくらももこ（1965〜2018）は静岡県出身の漫画家，エッセイストで作詞家でもある。代表作に，自身の小学生時代をモデルにした漫画『ち
びまる子ちゃん』，エッセイ集『もものかんづめ』『さるのこしかけ』『たいのおかしら』，詩集『まるむし帳』などがある。

112

プロフェッショナルたちによる作品

アーティストたちによる作品

1960年～ （昭和35年～）

1970年～ （昭和45年～）

　「歌謡曲」という言葉が日本のポピュラー（大衆）音楽の呼称として用いられるようになったのは，ラジオ放送が始まった1925年以降
のことである。そして，「J-POP」という言葉が90年前後にラジオ放送局から生み出される。ここでは，日本のポピュラー音楽が歌謡曲
からJ-POPに推移していく100年の間にどのように制作されてきたかを，それぞれの時代を彩

いろど

る作品とともに，たどってみよう。

　歌謡曲の多くはレコード会社が企画し，戦前から戦後しばらくは，映画と関連付けて制
作されることが多かった。クラシック音楽やジャズの知識をもつレコード会社専属の作曲
家が曲を作り，その作曲家と師弟関係にある歌手が歌うという構図も多く見受けられた。

　1953年から始まったテレビ放送が徐々に浸透し，歌謡曲の存在感がますます強まっていった。
作曲家と歌手が自身の所属するレコード会社のスタジオでレコーディングをし，レコード会社が
製造，流通から販売までを担

にな

うという一大レコード産業のシステムは，この頃全盛を迎えた。

　レコード会社や楽器製造会社などが開
催するコンテストや，自主制作のレコー
ドをきっかけに，自作自演するアーティ
スト（シンガー・ソングライターや，作詞・
作曲を自ら行うメンバーを含むバンドな
ど）が現れた。その背景にはビートルズ
を中心とするイギリスやアメリカのロッ
クからの影響があると考えられる。
　彼らの音楽は歌謡曲として捉えられることなく，フォーク，
ロック，ニュー・ミュージック，テクノ・ポップといった，さま
ざまなジャンル分けも，この頃から始まった。

　歌番組に登場するスター歌手や新人歌手，CMなどの
ために，バラエティーに富んだ新しい感覚の楽曲を提供
するフリーランスの作曲家への評価が高まり，レコード
会社が専属の作曲家に依頼するという従来のスタイルは，
しだいに少なくなっていった。

　フリーランスの作曲家が台頭した。イギリスやアメリカのポ
ピュラー音楽界に敏感な彼らは，アイドルと呼ばれる歌手たち
のために，それらのテイストを取り入れた斬新な作品を次々と
生み出した。

《東京行進曲》当時のレコード

《悲しき口笛》
1949年公開の同名映画
出演時の美空ひばり

《東京ブギウギ》

作曲者／《曲名》 歌手またはグループ名

《曲名》 アーティスト

《いつでも夢を》 《高校三年生》

作曲，作詞，パフォー
マンス（歌唱や演奏）な
どを，それぞれのプロ
フェッショナルが担当
し，分業で制作する。

作曲，作詞，パフォー
マンスなどを，同一の
アーティストやバンド
のメンバーが行う。

●中山晋平／《東京行進曲》 佐藤千
ち

夜
や

子
こ

●古
こ

賀
が

政
まさ

男
お

／《影を慕いて》 藤山一郎
●万

まん

城
じょう

目
め

正
ただし

／《悲しき口笛》 美空ひばり
●服

はっ

部
とり

良
りょう

一
いち

／《東京ブギウギ》（→P.114）笠
かさ

置
ぎ

シヅ子 

●吉
よし

田
だ

正
ただし

／《いつでも夢を》 橋幸
ゆき

夫
お

・吉永小
さ

百
ゆ

合
り

●船
ふな

村
むら

徹
とおる

／《王将》 村田英雄

●浜
はま

口
ぐち

庫
くら

之
の

助
すけ

／《夜霧よ今夜も有
あり

難
がと

う》 石原裕次郎
●中

なか

村
むら

八
はち

大
だい

／《上を向いて歩こう》 坂本九
きゅう

●宮
みや

川
がわ

泰
ひろし

／《恋のバカンス》 ザ・ピーナッツ
●平

ひら

尾
お

昌
まさ

晃
あき

／《霧の摩周湖》 布
ふ

施
せ

明
あきら

●《君といつまでも》 加
か

山
やま

雄
ゆう

三
ぞう

※作曲の際は，ペンネーム弾
だん

厚
こう

作
さく

を用いる。

《タイムマシンにおねが
い》

　作曲と歌唱の両方をこなすアーティ
ストが現れ始めた。

中
なか

山
やま

晋
しん

平
ぺい

《恋》 星
ほし

野
の

源
げん

1925～60年 （大正14～昭和35年）

●遠
えん

藤
どう

実
みのる

／《高校三年生》 舟木一
かず

夫
お

日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
制
作
の
歴
史
を
た
ど
り
、
自
分
と
音
楽
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
よ
う

104ページ Rock History

歌謡曲からJ-POPへの100年●歌謡曲やJ-POPの制作方法は，大きく次の２つに分類できる。

（P.112・113）

「歌謡曲からJ-POPへの100年」では，
歌謡曲からJ-POPに

推移していく100年の間の，
楽曲の制作方法に着目

10

多感な時期にある生徒が楽しく幅広く音楽を学習することができるよう教材を精選し，提示の仕方を工夫しな
がら，ポピュラー・ソング，唱歌，芸術歌曲，合唱曲，ミュージカル・ナンバー，オペラ・アリアなどを取りそろ
えました。特に，長い間歌い継がれ，親しまれてきた曲を豊富に収録するとともに，我が国の伝統的な歌唱も
学習できるよう，能の謡を取り上げました。

現在までの推移を10年ごとに区切り，
それぞれの時代を彩った歌を1曲ずつ選びました。

�広く親しまれている《翼をください》《見上げてごらん夜の星を》《Memory》の他，
生徒の心に響くポピュラー・ソングを新たに5曲加えました。

�三宅悠太氏の《ぼくは　ぼく》（混三／伴奏付き）に加え，木下牧子氏の《おんがく》
（混四ア・カペラ），佐井孝彰氏の《言わない》（同三／伴奏付き）を新たに収録しま
した。その他，取り組みやすいア・カペラの入門曲やミュージカル・ナンバーも取
りそろえました。

歌唱

各曲に縦書き歌詞と伴奏譜を掲載しています。

掲載曲：�《小さな空》	武満徹（P.22・23）／《むこうむこう》	中田喜直（P.48）／《この道》	山田耕筰（P.50）

伴奏付きで，
縦書き歌詞も掲載

（P.122〜124）

本書のための書き下ろし作品

�2010年代	《Lemon》（P.12・13）

�2000年代	《若者のすべて》（P.16・17）

�1990年代	《負けないで》（P.15）

�1980年代	《クリスマス・イブ》（P.115）

�1940年代	《東京ブギウギ》（P.114）

�1970年代	《翼をください》（P.14）

�1960年代
		《見上げてごらん夜の星を》（P.64・65）

●ミュージカル・ナンバー

《美女と野獣》（P.70・71）

●ヴォイス・アンサンブル

《サザエさん》（P.110・111）

●ア・カペラの入門曲

《懐かしきケンタッキーの我が家》（P.121）

ポピュラー・ソング

合唱曲，ヴォイス・アンサンブル

日本の歌曲



　『丹
たん

後
ごの

国
くに

風
ふ

土
ど

記
き

』などにみられる羽衣伝説を題材にしており，天
てん

人
にん

と人間との交流を通して天界の清らかさ
を描いた演目である。

◉柔らかい息遣
づか

いで抑揚を付けて謡おう。

1（拍）

（上音のウキ）

（上音）

（上音のウキ）

（上音）

（上音のウキ）

（上音）

（上音のウキ）

（上音）

（上音のウキ）

（上音）

（中音のウキ）

（中音）

2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

ま あウ
あ アそ び の か かず ず にず

も
つそ の オ き の い

イ
イ

びろ
と は

なオ

やオ
さ ん ちア うの そ にら ま たご

んア し
ま ん イん

ンにょ
のオ か と

オ
げ ア

な
りが

ん

え ア

ア
ご

ン
ん

ま

ん

こ
ど

く
ウ

じょ じゅオ

が

フシや詞章，謡い方は演者によって少しずつ違いがある。
●“東遊の数々に”の部分は繰り返して謡う。
● ヨワ吟では，「中

ちゅう

音
おん

」と呼ばれる音を中心として音程の枠組みが決められている。「上
じょう

音
おん

」は中音の完全４度上
の音で，「上音のウキ」「中音のウキ」は，上音及び中音のおよそ長２度上の音である。

● カタカナで書かれている母音は「生み字（産み字）」と呼ばれる。音程が変わる際などに生み字を意識して謡う。

櫻
さくら

井
い

寛
ひろし

 楽譜構成〈謡い方のイメージを表した譜〉
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駿
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河
がの

国
くに

（静岡県）三
み

保
ほ

の松原に住む漁師の白
はく

竜
りょう

（ワキ）は，松の木に掛かった美しい衣を見つけ，
それを持ち帰ろうとする。そこへ天人（シテ）が現れ，「衣がないと天界に戻ることができない」と嘆き悲しむ。
その様子を見た白竜は，「衣を返すかわりに天界の舞を見たい」と頼む。天人は舞を見せると，三保の松原か
ら富士の高

たか

嶺
ね

にと舞い上がり，霞
かすみ

に紛れて天界へ帰っていく。ここで取り上げる詞章部分は，天人が白竜
に舞を披露しつつ天界へ帰っていく場面である。
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詞
章

意
味

東
遊
の
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ま
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ま
な
曲
を
舞
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月
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色
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も
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迷
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光
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誓
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が
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に
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さ
れ
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国
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が
繁

栄
す
る
よ
う
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 この詞章部分は，七五調の韻
いん

文
ぶん

になっており，「キリ」と呼ばれる
曲の最後で，「地

じ

謡
うたい

」によってヨワ吟で謡われる。ヨワ吟は，優美，
風雅，温和，哀愁などの趣を表現する場面で用いられる。物語の舞台となった三保の松原

天人：鵜
う

澤
ざわ

久
ひさ

《
羽
衣
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作
者
不
詳

ヨワ吟で謡おう  －能《羽
は

衣
ごろも

》から－
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づか

いで抑揚を付けて謡おう。
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（上音のウキ）

（上音）

（上音のウキ）

（上音）

（上音のウキ）

（上音）

（上音のウキ）

（上音）

（上音のウキ）

（上音）

（中音のウキ）

（中音）

2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

ま あウ
あ アそ び の か かず ず にず

も
つそ の オ き の い

イ
イ

びろ
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ま ん イん

ンにょ
のオ か と

オ
げ ア
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ん

え ア

ア
ご
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ま

ん
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ど

く
ウ
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が
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● カタカナで書かれている母音は「生み字（産み字）」と呼ばれる。音程が変わる際などに生み字を意識して謡う。
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うたい

」によってヨワ吟で謡われる。ヨワ吟は，優美，
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24
イ
タ
リ
ア
語
に
興
味
を
も
ち
、
積
極
的
に
発
音
し
よ
う

　“B
ブオンジョルノ

uongiorno! C
コメ

ome s
スターテ

tate?”これはイタリア語で「こんに
ちは！皆さんお元気ですか？」という意味である。イタリア
語は明るくリズミカルに発音しよう。発音はほぼローマ字読
みでよいが，異なる部分もある。下の表を参考に歌詞を発音
してみて語感から曲の感じを捉え，さらに音源などを聴いて

イタリア語の歌を歌おう。
　その際，日本語とイタリア語の両方で歌ってみて，それぞ
れの歌詞のリズムやアクセントなどと旋律との関わりについ
ても着目しよう。

● l…上の歯茎に舌先を当てる。

●r…巻き舌にする。ただし，rの前後が母音の場合はほと
んど巻かない。

● s…有声子音b, d, g, l, m, n, r, vの前は［z］と濁る。また，
母音の間に挟まれた場合も［z］と濁ることが多い。

例 s
ズグワルド

guardo（視線） c
カリーズマ

arisma（カリスマ）　　

m
ムーズィカ

usica（音楽） c
キエーザ

hiesa（教会）

● 単語の中で同じ子音が２つ続くと促音のようになる。ただ

し，mやnの場合は「ン」となる。

例 r
ロッソ

osso（赤い）　l
ラッテ

atte（牛乳）　m
マンマ

amma（お母さん）

ca カ chi キ cu ク che ケ co コ

cia チャ ci チ ciu チュ ce チェ cio チョ

ga ガ ghi ギ gu グ ghe ゲ go ゴ

gia ジァ gi ジ giu ジュ gie ジェ gio ジョ

gla グラ gli リ，グリ glu グル gle グレ glo グロ

gna ニャ gni ニ gnu ニュ gne ニェ gno ニョ

ha ア （hは発音しない） ho オ

qua クワ qui クイ que クエ quo クオ

cqua ックワ cqui ックイ cque ックエ cquo ックオ

scia シャ sci シ sciu シュ sce シェ scio ショ

sda ズダ sdi ズディ sdu ズドゥ sde ズデ sdo ズド

◉音楽用語とイタリア語
　楽譜にさまざまな記号や用語が書き記されるようになっ
たのは，17世紀のイタリアにおいてである。この時代，音
楽の中心地はイタリアであった。そのため記号や用語には
イタリア語が用いられ，形容詞や副詞などから派生した単
語で示されることが多い。例えば，速さを示すA

アレグロ

llegro（速く）

は，イタリア語で本来「陽気な，快活な」という意味の形容詞
であり，速度ではなく，曲の雰囲気や状態を示す単語であっ
た。こうした音楽用語を理解するには，本来の意味を知るこ
とも大切である。下に示した例の他にも，インターネットな
どを活用して調べてみよう。

イタリア語の歌を歌おうイタリア語の歌を歌おうイタリア語の歌を歌おう

　オペラや歌曲の歌詞は，ほとんどが韻
いん

文
ぶん

※で作られている。そのため，単語一つ一つを発音するときと歌詞を朗読するときとでは，
アクセントが異なることもある。
※韻文：単語や音節の数，母音と子音の配列などに一定の規律がある文章。

音楽用語や記号 音楽用語の意味 イタリア語本来の意味 日常会話での使われ方

p（ p
ピアノ

iano ） 弱く 弱く，静かに，ゆっくり P
パルラーテ

arlate piano.：静かに落ち着いて
話しなさい

f（ f
フォルテ

orte ） 強く 強く，激しく， おおいに P
ピオーヴェ

iove forte.：激しく雨が降る

a
アレグロ

llegro 速く 陽気な，快活な b
バンビーノ

ambino allegro：明るい元気な子ども

a
アンダンテ

ndante ゆっくり歩くような速さで
行く，動く，進行するなどを意味

する動詞a
アンダーレ

ndareの現在分詞
m

メーセ

ese andante：今月

l
レガート

egato 音の間を切れ目なくつなげて
つなぐ，結ぶ，縛るなどを意味す

る動詞l
レガーレ

egareの過去分詞
bambino legato a

アッラ

lla m
マンマ

amma：
ママっ子

s
スタッカート

taccato その音を短く切って
はがす，外す，離すを意味する動

詞s
スタッカーレ

taccareの過去分詞
q

クワドロ

uadro staccato：はずされた額縁

d
ドルチェ

olce 甘く柔らかに
甘く，柔らかく，優しくなど
（名詞でお菓子も意味する）

M
マリーア

aria s
ソリッデ

orride dolce.：マリーアは優
しくほほえむ

11

掲載曲：��《花》（P.21）／《夏の思い出》（P.52・53）／《虫のこえ》（P.85）／《冬景色》（P.118）／《故郷》（P.119）

�歌い継いでいきたい日本の歌を「心の歌」と題し，四季折々の美しい自然が感じられる曲を取りそろえました。
斉唱，同声合唱，混声合唱など，さまざまな曲態で楽しめます。各曲とも縦書き歌詞を掲載しています。

謡い方のイメージを表した譜

�日本の伝統音楽への理解を深めることができるよう，能の謡を取り上げました。

（P.81）

イタリア語とドイツ語の歌曲は定番曲を取りそろえました。日本語詞と原語歌詞の他，
原語歌詞の意味も掲載しています。フランス語はポピュラー・ソングを取り上げました。

●イタリア語の歌曲

掲載曲：��《’O	sole	mio》（P.25）

	 《Caro	mio	ben》（P.26・27）

●ドイツ語の歌曲

掲載曲：��《Heidenröslein》	シューベルト（P.56）

	 《Heidenröslein》	ヴェルナー（P.57）

	 《Ich	liebe	dich》（P.58・59）

●フランス語のポピュラー・ソング

掲載曲：��《オー・シャンゼリゼ》（P.76・77）

音楽用語とイタリア語に
ついてのコラムも掲載

ドイツ語やフランス語に
ついても同様に，
発音の基本を解説

掲載曲：��《高砂》（P.80）／《羽衣》（P.81）

日本の伝統的な歌唱

心の歌

外国の歌曲

（P.24）
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楽
器
の
奏
法
を
身
に
付
け
、
奏
法
に
よ
っ
て
音
色
や
響
き
、
表
情
な
ど
の
違
い
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
を
理
解
し
よ
う

ス
ト
ロ
ー
ク
奏
法
を
身
に
付
け
、
ウ
ク
レ
レ
で
弾
き
歌
い
を
し
よ
う

ウ
ク
レ
レ

姿勢と構え方

ストローク奏法で伴奏しよう

　チューナーを使って各開放弦の音を合わせる方法の他，まず
第１弦の開放弦の音をピアノで合わせ，その音を基準に残りの
弦を順に合わせていく方法などもある。いずれの場合も，ペッ
グを回して音高を調節する。なお，第４弦の音を１オクターヴ
低く調弦する場合もある。

　ダイヤグラムは，ウクレレの弦とフレットを図式化し
押さえる位置を分かりやすく示したもので，横の線が弦，
縦の線がフレット，左端の二重線がナットを表している。
●は押さえる位置，その中の文字は左手の指を示してい
る。実際にウクレレを構えたときとは上下を逆に感じる
ことがあるが，図の上が第１弦，下が第４弦なので間違
えないように注意しよう。

チューニング ダイヤグラム

第１弦
第２弦
第３弦
第４弦

１ ２ ３

C

薬

第１弦（ラ）A

第２弦（ミ）E

第３弦（ド）C

第４弦（ソ）G

２弦

３弦

１弦

４弦
１
フ
レ
ッ
ト

２
フ
レ
ッ
ト

ヘッド

ボディー（胴）

ペッグ（糸
いと

巻
まき

）

ネック（棹
さお

）

ナット
フレット

フィンガー・ボード
（指

し

板
ばん

）

サウンド・ホール

ブリッジ（駒
こま

）

椅
い

子
す

に浅く腰掛けて
背
せ

筋
すじ

を伸ばす。

ボディーを右肘
ひじ

の内側と
胸の間で挟むようにして
持つ。

ヘッドが胸の辺りにくるように
構え，ネック側を少し前に出す。

ヘッドを左手の
人さし指の付け
根付近にのせる。

右手の人さし指は，爪の
側面部を弦に当てる。

裏側から見たところ

左手で弦を押さえる
ときは，指を立てて
フレットのすぐ近く
を押さえる。

立って演奏する場合も
同じように構える。

フレット番号
ナット

押さえる位置と
左手の指

ウクレレとは，ハワイ語で「跳ねる蚤
のみ

」を意味する。19世紀末，ポルトガルからの移
民によってギターに似た小型の４弦の楽器が持ち込まれ，それがハワイで定着したも
のと思われる。

Ukulele

ウクレレ

Michael, Row The Boat Ashore （こげよ マイケル）
アフリカン・アメリカン・スピリチュアル

ダウン・ストローク

アップ・ストローク

人さし指の爪
の側面を弦に
当てる。

人さし指の腹の側面を弦
に当てる。

１ ２ ３ １ ２ ３

 G FC

１ ２ ３

●使用するコード ●使用するリズム

真珠貝の歌
ハワイ民謡

１ ２ ３１ ２ ３

G

１ ２ ３

C A7

D7

１ ２ ３

G7

１ ２ ３ １ ２ ３

Cm

「La 」や「Lu」などで歌う

●使用するコード ●使用するリズム

「私の魂を向こう岸（天国）へ連れて行ってください。」と歌われている。

ハワイの伝統的な民謡に英語の歌詞が付けられて，《Pearly Shells》
（日本では《真珠貝の歌》）として広まった。

≥：ダウン・ストローク

４分音符を示す

８分音符を示す

ウクレレには，大きさによってソプラ

ノ・ウクレレ，コンサート・ウクレレ，テ

ナー・ウクレレ，バリトン・ウクレレな

どさまざまな種類があり，音色も異なる。

一般的にウクレレといえば，ソプラノ・

ウクレレを指す。

写真はソプラノ・ウクレレ

※アルファベットは英語音名を，
（　）内はハ長調の階名を示す。

開放弦の音

≤：アップ・ストローク

  　　《真珠貝の歌》を「La」や「Lu」などで歌いながら，ストローク奏法で伴奏
しよう。まず， で使用したリズムをダウン・ストロークで演奏し，次に第１弦
から第４弦に向かって弾く「アップ・ストローク」を加えたリズムを演奏しよう。

弦を押さえる左手の指
人…人さし指　　中…中指　　薬…薬指

  　　《Michael, Row The Boat Ashore》を歌いながら，ストローク奏法で
伴奏しよう。「ストローク」とは，左手でコードを押さえ，右手の人さし指でリズムを
刻む奏法である。できるだけ４本の弦が同時に鳴るように，第４弦から第１弦に向かっ
て手首を支点に振り下ろして弾く「ダウン・ストローク」で演奏しよう。

●ダイヤグラムの例
（Cコード）

M
モデラート

oderato：中ぐらいの速さで

上記のリズムに慣れたら，　　　　　   
でも演奏してみよう。

各部の名称

36ページギター

12

楽器や奏法の説明と，実際に演奏する曲の楽譜を見開きに配置し，常に確認しながら演奏できるよう紙面構
成を工夫しました。また，ボディー・パーカッション，チャイムなど，グループ活動で協働しながら学習を進め
ることのできる教材や，さまざまな楽器編成によるアンサンブル教材など，バラエティー豊かな曲を取りそろえ
ました。

器楽
コード演奏やストローク奏法を無理なく楽しめるウクレレの教材を新たに掲載しました。
楽器や奏法についても詳細に説明しています。

掲載曲：�《Michael,	Row	The	Boat	Ashore》（P.35）／《真珠貝の歌》（P.35）

楽器や奏法の説明と演奏する曲の楽譜を見開きに配置

実際の演奏方法を動画で確認
（P.34・35）

３つのコードで演奏できる曲を取り上げ，ストローク奏法を学習します。
また，メロディーと伴奏（和音と低音）に分かれて楽しむことのできるアンサンブル曲も掲載しました。

掲載曲：�《日曜日よりの使者》（P.38・39）／《第三の男のテーマ》（P.40）

�各学校の実態に応じてさまざまな和楽器を選択できるよう，篠笛，三線，三味線，箏の4種類を
取り上げました。楽器や奏法の説明と演奏する曲の楽譜をそれぞれ見開きに配置しています。

�キーボード・アンサンブル用に編曲した《ミッション：インポッシブルのテーマ》を新たに掲載しました。
また，ボディー・パーカッションやチャイムのアンサンブルでは，演奏する際の注意点や工夫例などを示し，
グループで楽しみながら表現を深められるようにしています。

掲載曲：�《天国と地獄》（P.62）／《C-a-f-f-e-e》（P.62）／《グリーンスリーヴス》（P.62）／《ザナルカンドにて》（P.63）

�各学校や生徒の実態を考慮し，ソプラノとアルトのどちらでも演奏できる曲や，
アルトの二重奏もしくはソプラノとアルトの二重奏で演奏できる曲などを収録しました。

アンサンブル

リコーダー

和楽器

ウクレレ

ギター
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　ある旋律に音を加えたり，リズムや拍子，調などの音楽を形づくっている要素を変えたりすることに

よって，その旋律のもっている表情や雰囲気を変化させることを「変奏（ヴァリエーション）」という。

　まず，旋律の雰囲気をどのように変化させたいのかをイメージしよう。そして，そのためにはどのよ

うな方法があるのかを考えながら変奏に挑戦しよう。

　《星に願いを》は歌のために作られた曲であるが，44ページの楽譜はチャイムで演奏するために書き

換えられている。このように，ある楽曲を演奏目的や演奏形態に応じて組み直すことを「編曲（アレンジ）」

という。

a

a

a

a

b

b

b

b

挿入した休符

付点音符を用いたリズム
シンコペーションを用いたリズム

a b

挿入した音

例1  音を挿入し，音の動きを細かくする。

例2  休符を挿入する。

例3  付点音符やシンコペーションのリズムを用いる。

例4  アクセントやスタッカートなどを加える。

例5  拍子を変える。

上の例を参考に，キーボードなどで音を出しながら《星に願いを》を変奏し，発表し合おう。

［ 軽快でアップ・テンポな雰囲気に変化させる例 ］

《星に願いを》
リー・ハーライン 作曲

 ハーモニー・パートをつくる。その際，コードの構成音を調べ，これをもとに構成音の配置を変えてみる。

３つのパート（メロディー，ハーモニー，ベース）にふさわしい音色（楽器）を選ぶ。
　　　　　　メロディー：トランペット，　ハーモニー：ストリングス（弦楽器），　ベース：ファゴット　など

ベース・パートの音を各コードの構成音の中から１音選ぶ。ルート（根
こん

音
おん

）や，コードを特徴付けている音（第３音
など）にするとよい。その際，キーボードで音を確認しながら，メロディーとのバランスを考えよう。

メロディー・パートがより引き立つように，ハーモニーとベースのパートに音や休符を挿入して，リズムを工夫
する。その際，自分が表したいイメージと音色が合っているかどうかも確認する。

音を挿入したりリズムを変えたりして，より自然な動きにする

上の手順を参考に，《星に願いを》の続きを編曲しよう。また，強弱を考えたり，スラーやテヌートなどの記号を
加えたりして，表情豊かなアンサンブル作品にしよう。

メロディーをはっきりさせるた めに休符を挿入

メロディー

ハーモニー

ベース

156ページギター /キーボード・コード表154ページコード・ネーム

共通音

音の流れがスムーズになるよう，なるべく近くの音へ進行させる

構成音

ハーモニー

作品例

作品例

下に示した《星に願いを》は，平易なリズムを用いて作られている。冒頭のメロディーを変奏し，曲の
雰囲気を変化させよう。

《星に願いを》 リー・ハーライン 作曲

作品ができあがったら発表し合い，意見を交換しよう。また，その意見を参考に修正を加え，よりよい作品にし
よう。

手順4

手順3

手順2

旋律の雰囲気を変化させよう 演奏スタイルを変化させよう

《星に願いを》の冒頭部分を，キーボード・アンサンブルによる三重奏に編曲しよう。

リ
ズ
ム
や
拍
子
な
ど
を
変
化
さ
せ
て
変
奏
し
よ
う

手順1

1 1

2
2

3

挿入した音

挿入した休符

３拍子のワルツのように ６拍子に変更して，動きを付ける

例

第３音ルート

ベース

ハーモニー

例
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　ある旋律に音を加えたり，リズムや拍子，調などの音楽を形づくっている要素を変えたりすることに

よって，その旋律のもっている表情や雰囲気を変化させることを「変奏（ヴァリエーション）」という。

　まず，旋律の雰囲気をどのように変化させたいのかをイメージしよう。そして，そのためにはどのよ

うな方法があるのかを考えながら変奏に挑戦しよう。

　《星に願いを》は歌のために作られた曲であるが，44ページの楽譜はチャイムで演奏するために書き

換えられている。このように，ある楽曲を演奏目的や演奏形態に応じて組み直すことを「編曲（アレンジ）」

という。

a

a

a

a

b

b

b

b

挿入した休符

付点音符を用いたリズム
シンコペーションを用いたリズム

a b

挿入した音

例1  音を挿入し，音の動きを細かくする。

例2  休符を挿入する。

例3  付点音符やシンコペーションのリズムを用いる。

例4  アクセントやスタッカートなどを加える。

例5  拍子を変える。

上の例を参考に，キーボードなどで音を出しながら《星に願いを》を変奏し，発表し合おう。

［ 軽快でアップ・テンポな雰囲気に変化させる例 ］

《星に願いを》
リー・ハーライン 作曲

 ハーモニー・パートをつくる。その際，コードの構成音を調べ，これをもとに構成音の配置を変えてみる。

３つのパート（メロディー，ハーモニー，ベース）にふさわしい音色（楽器）を選ぶ。
　　　　　　メロディー：トランペット，　ハーモニー：ストリングス（弦楽器），　ベース：ファゴット　など

ベース・パートの音を各コードの構成音の中から１音選ぶ。ルート（根
こん

音
おん

）や，コードを特徴付けている音（第３音
など）にするとよい。その際，キーボードで音を確認しながら，メロディーとのバランスを考えよう。

メロディー・パートがより引き立つように，ハーモニーとベースのパートに音や休符を挿入して，リズムを工夫
する。その際，自分が表したいイメージと音色が合っているかどうかも確認する。

音を挿入したりリズムを変えたりして，より自然な動きにする

上の手順を参考に，《星に願いを》の続きを編曲しよう。また，強弱を考えたり，スラーやテヌートなどの記号を
加えたりして，表情豊かなアンサンブル作品にしよう。

メロディーをはっきりさせるた めに休符を挿入

メロディー

ハーモニー

ベース
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共通音

音の流れがスムーズになるよう，なるべく近くの音へ進行させる

構成音

ハーモニー

作品例

作品例

下に示した《星に願いを》は，平易なリズムを用いて作られている。冒頭のメロディーを変奏し，曲の
雰囲気を変化させよう。

《星に願いを》 リー・ハーライン 作曲

作品ができあがったら発表し合い，意見を交換しよう。また，その意見を参考に修正を加え，よりよい作品にし
よう。

手順4

手順3

手順2

旋律の雰囲気を変化させよう 演奏スタイルを変化させよう

《星に願いを》の冒頭部分を，キーボード・アンサンブルによる三重奏に編曲しよう。

リ
ズ
ム
や
拍
子
な
ど
を
変
化
さ
せ
て
変
奏
し
よ
う

手順1

1 1

2
2

3

挿入した音

挿入した休符

３拍子のワルツのように ６拍子に変更して，動きを付ける

例

第３音ルート

ベース

ハーモニー

例
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　ある旋律に音を加えたり，リズムや拍子，調などの音楽を形づくっている要素を変えたりすることに

よって，その旋律のもっている表情や雰囲気を変化させることを「変奏（ヴァリエーション）」という。

　まず，旋律の雰囲気をどのように変化させたいのかをイメージしよう。そして，そのためにはどのよ

うな方法があるのかを考えながら変奏に挑戦しよう。

　《星に願いを》は歌のために作られた曲であるが，44ページの楽譜はチャイムで演奏するために書き

換えられている。このように，ある楽曲を演奏目的や演奏形態に応じて組み直すことを「編曲（アレンジ）」

という。

a

a

a

a

b

b

b

b

挿入した休符

付点音符を用いたリズム
シンコペーションを用いたリズム

a b

挿入した音

例1  音を挿入し，音の動きを細かくする。

例2  休符を挿入する。

例3  付点音符やシンコペーションのリズムを用いる。

例4  アクセントやスタッカートなどを加える。

例5  拍子を変える。

上の例を参考に，キーボードなどで音を出しながら《星に願いを》を変奏し，発表し合おう。

［ 軽快でアップ・テンポな雰囲気に変化させる例 ］

《星に願いを》
リー・ハーライン 作曲

 ハーモニー・パートをつくる。その際，コードの構成音を調べ，これをもとに構成音の配置を変えてみる。

３つのパート（メロディー，ハーモニー，ベース）にふさわしい音色（楽器）を選ぶ。
　　　　　　メロディー：トランペット，　ハーモニー：ストリングス（弦楽器），　ベース：ファゴット　など

ベース・パートの音を各コードの構成音の中から１音選ぶ。ルート（根
こん

音
おん

）や，コードを特徴付けている音（第３音
など）にするとよい。その際，キーボードで音を確認しながら，メロディーとのバランスを考えよう。

メロディー・パートがより引き立つように，ハーモニーとベースのパートに音や休符を挿入して，リズムを工夫
する。その際，自分が表したいイメージと音色が合っているかどうかも確認する。

音を挿入したりリズムを変えたりして，より自然な動きにする

上の手順を参考に，《星に願いを》の続きを編曲しよう。また，強弱を考えたり，スラーやテヌートなどの記号を
加えたりして，表情豊かなアンサンブル作品にしよう。

メロディーをはっきりさせるた めに休符を挿入

メロディー

ハーモニー

ベース
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音の流れがスムーズになるよう，なるべく近くの音へ進行させる

構成音

ハーモニー

作品例

作品例

下に示した《星に願いを》は，平易なリズムを用いて作られている。冒頭のメロディーを変奏し，曲の
雰囲気を変化させよう。

《星に願いを》 リー・ハーライン 作曲

作品ができあがったら発表し合い，意見を交換しよう。また，その意見を参考に修正を加え，よりよい作品にし
よう。

手順4

手順3

手順2

旋律の雰囲気を変化させよう 演奏スタイルを変化させよう

《星に願いを》の冒頭部分を，キーボード・アンサンブルによる三重奏に編曲しよう。

リ
ズ
ム
や
拍
子
な
ど
を
変
化
さ
せ
て
変
奏
し
よ
う

手順1
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挿入した音

挿入した休符

３拍子のワルツのように ６拍子に変更して，動きを付ける

例

第３音ルート

ベース

ハーモニー

例
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《クリスマス・イブ》を見てみよう。
　下の楽譜は《クリスマス・イブ》冒頭のメロディーとベースを書き出したものである。

メロディーをつくろう。
　下の譜例は，ハ長調でベースが順次下行するコード進行になっている。示されているコードの構成音（œ を含む）を
参考にして８小節のメロディーをつくろう。その際，キーボードなどを用いて，音を確認しながらつくるとよい。

　メロディーには，主にコードの構成音が用いられているが，流れをよくするために，構成音以外の音や休符が挿入さ
れている。また，同じリズムやメロディーを反復させることで，曲に統一感を与えていることにも気付く。

構成音のみ 構成音以外の音

まずは，最初の２小節をつくろう。各小節の１拍目の音はコードの構成音から選び，その他の拍では構成音以外
の音を選んでもよい。音の組み合わせやつなげ方を試しながら，自分が表したいイメージになるようにする。

音型やリズムを反復，変化させて３小節目以降もつくり，メロディーを完成させる。

構成音 構成音以外の音 構成音以外の音

１〜２小節目のメロディーを，音高を変えて２回反復させる

１〜２小節目のリズムを
反復させる 上行してリズムを変化させる

工夫した点などをプレゼンテーションし，作品を発表し合おう。また，互いの作品について意見を交換し，その
意見を参考に修正を加え，よりよい作品にしよう。

完成したメロディーに，もう一つのメロディーをつくって重ねよう。
　もう一つのメロディーもコードの構成音を中心につくろう。完成したメロディーが動いているところでは，もう一つ
のメロディーの動きを少なくするなど，互いのパートがより引き立つようにリズムを工夫しよう。

16小節のメロディーに発展させ，コードを付けよう。
　新たに８小節のメロディーをつくり，コードを付けよう。その際は，各小節のメロディーの中で比較的音価の長い音
を探し，その音を構成音にもつコードを選ぶとよい。「ギター /キーボード・コード表」（→P.156)を参考に，メロディー
を歌いながらキーボードなどでコードを弾いて響きを確認し，自分のイメージに合うコードを選ぼう。

ワークシート

作品の特徴や工夫した点

音型を少し変化させる

付点音符や８分音符を
用いて動きを加える

1拍目に休符を入れて，
リズムを変化させる

統一感を与えるため
１小節目と同じにする 高い音域にして盛り上げる 終わる感じにする

続く感じになるようメロディーとコードを変更する

F音とC音が共通するメイジャー・コード
からマイナー・コードへ変化させる

G音が共通する
Emを選ぶ

メロディーのリズムを反復させる

異なる構成音を選ぶ １〜２小節目のリズムを反復させる

　ジャンルを問わず多くの曲の中で，順次下行するベース（低音）をもとにしたコード進行が用いられて

いる。例えば，《負けないで》（→P.15)や《オー・シャンゼリゼ》（→P.76），《クリスマス・イブ》（→P.115）

などにもこの進行がみられる。

　このコード進行をもとにメロディーをつくろう。

「コード進行」をもとにメロディーをつくろう

1

3

2

手順1

手順2

例1

例1

例2

例

例2 例3

ベースが順次下行している

例1  ４分音符を中心としたリズム

例2  付点音符や８分音符を用いたリズム

《クリスマス・イブ》 山
やま

下
した

達
たつ

郎
ろう

 作曲

音
の
つ
な
げ
方
や
フ
レ
ー
ズ
の
ま
と
ま
り
に
気
を
付
け
て
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
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う
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《クリスマス・イブ》を見てみよう。
　下の楽譜は《クリスマス・イブ》冒頭のメロディーとベースを書き出したものである。

メロディーをつくろう。
　下の譜例は，ハ長調でベースが順次下行するコード進行になっている。示されているコードの構成音（œ を含む）を
参考にして８小節のメロディーをつくろう。その際，キーボードなどを用いて，音を確認しながらつくるとよい。

　メロディーには，主にコードの構成音が用いられているが，流れをよくするために，構成音以外の音や休符が挿入さ
れている。また，同じリズムやメロディーを反復させることで，曲に統一感を与えていることにも気付く。

構成音のみ 構成音以外の音

まずは，最初の２小節をつくろう。各小節の１拍目の音はコードの構成音から選び，その他の拍では構成音以外
の音を選んでもよい。音の組み合わせやつなげ方を試しながら，自分が表したいイメージになるようにする。

音型やリズムを反復，変化させて３小節目以降もつくり，メロディーを完成させる。

構成音 構成音以外の音 構成音以外の音

１〜２小節目のメロディーを，音高を変えて２回反復させる

１〜２小節目のリズムを
反復させる 上行してリズムを変化させる

工夫した点などをプレゼンテーションし，作品を発表し合おう。また，互いの作品について意見を交換し，その
意見を参考に修正を加え，よりよい作品にしよう。

完成したメロディーに，もう一つのメロディーをつくって重ねよう。
　もう一つのメロディーもコードの構成音を中心につくろう。完成したメロディーが動いているところでは，もう一つ
のメロディーの動きを少なくするなど，互いのパートがより引き立つようにリズムを工夫しよう。

16小節のメロディーに発展させ，コードを付けよう。
　新たに８小節のメロディーをつくり，コードを付けよう。その際は，各小節のメロディーの中で比較的音価の長い音
を探し，その音を構成音にもつコードを選ぶとよい。「ギター /キーボード・コード表」（→P.156)を参考に，メロディー
を歌いながらキーボードなどでコードを弾いて響きを確認し，自分のイメージに合うコードを選ぼう。

ワークシート

作品の特徴や工夫した点

音型を少し変化させる

付点音符や８分音符を
用いて動きを加える

1拍目に休符を入れて，
リズムを変化させる

統一感を与えるため
１小節目と同じにする 高い音域にして盛り上げる 終わる感じにする

続く感じになるようメロディーとコードを変更する

F音とC音が共通するメイジャー・コード
からマイナー・コードへ変化させる

G音が共通する
Emを選ぶ

メロディーのリズムを反復させる

異なる構成音を選ぶ １〜２小節目のリズムを反復させる

　ジャンルを問わず多くの曲の中で，順次下行するベース（低音）をもとにしたコード進行が用いられて

いる。例えば，《負けないで》（→P.15)や《オー・シャンゼリゼ》（→P.76），《クリスマス・イブ》（→P.115）

などにもこの進行がみられる。

　このコード進行をもとにメロディーをつくろう。

「コード進行」をもとにメロディーをつくろう

1

3

2

手順1

手順2

例1

例1

例2

例

例2 例3

ベースが順次下行している

例1  ４分音符を中心としたリズム

例2  付点音符や８分音符を用いたリズム

《クリスマス・イブ》 山
やま

下
した

達
たつ

郎
ろう

 作曲

音
の
つ
な
げ
方
や
フ
レ
ー
ズ
の
ま
と
ま
り
に
気
を
付
け
て
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
つ
く
ろ
う

156ページギター /キーボード・コード表154ページコード・ネーム
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●《星に願いを》のメロディーを用いて，変奏と編曲に取り組みます。

●�オノマトペを用いてリズム・アンサンブルをつくり，五線譜以外の方法で記録するユニークなグループ活動に取り組みます。
 （P.86・87）

●ポピュラー音楽でよく用いられるコード進行をもとに，楽しみながらメロディーづくりに取り組みます。

表現したいイメージを着実に作品にしていくことができるよう，具体的な例を挙げながら簡潔かつ丁寧に手
順を示しました。また，歌唱や器楽の教材と関連付けることにより，取りかかりやすくなるだけでなく表現も
深められるようにしています。

（P.46）

（P.47）

（P.116・117）

創作

創作１では，変奏方法の例を
分かりやすく提示

創作２では，キーボード・アンサンブルに
よる三重奏用の編曲手順を詳細に解説

順次下行する
ベースを使用した

創作例



98 99

●10オーストリア

●11ロシア

●❺スイス

●18，●19
西アフリカ一帯

●❻カナダ

●16ペルー

●12ボリビア

●20トリニダード・トバゴ

●15ルーマニア

●14イギリス

●❶朝鮮半島

●❼中国

●❸台湾

●❷モンゴル

●❽ミャンマー

●17インドネシア

●❾インド

●13トルコ

●❹イラン

世界各地のさまざまな音楽を，「声による表現」と「楽器による表現」という観点で聴き比べよう。
声や楽器の音色，それぞれの表現などの特徴を感じ取るとともに，人々の美意識の多様性にも目を向けよう。

世
界
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
の
特
徴
を
知
り
、
よ
さ
や
美
し
さ
を
感
じ
取
ろ
う

1 アリラン 朝鮮半島（東アジア）

　アリランは朝鮮半島で広
く歌われている民謡で，地
域によって歌詞や旋律，テ
ンポなどが異なる。《珍

チン

島
ド

アリラン》《京
キョン

畿
ギ

道
ド

アリラン》
（→P.99）などが知られてい
る。３拍子の拍節によるも
のが多いのも特徴である。

2 オルティンドー モンゴル（東アジア）

　オルティンドーとは「長い歌」
を意味する。決まった拍節はな
く，装飾音を多用するのが特徴
である。また音域が広いため，
歌い手には高い技術が求められ
る。無伴奏またはモリンホール
（弓で弾く２弦の弦楽器で「馬

ば

頭
とう

琴
きん

」ともいう）やリンベ（横笛）な
どの伴奏で歌われることが多い。
日本の追

おい

分
わけ

様式の民謡（→P.96）
とよく似た雰囲気をもっている。

韓国 国立国楽院での演奏

モンゴリアン・メロディック・
ライベーションの団員

3 先住民たちの合唱 台湾（東アジア）

　台湾の先住民には，和音を伴うものや異なる旋律を同時に
歌うものなど，さまざまなスタイルの合唱がある。ブヌン族
の合唱は，リーダーが発
した低音の歌声に合わせ
て半音よりも狭い音程で
ハーモニーを重ね，徐々
に音域を高めていく。そ
の和音の調和のよしあし
により，豊作や戦いの結
果などを占う。

4 アーヴァーズ イラン（西アジア）

　ペルシア語で「声」を意味する「アーヴァーズ」は，拍節のな
い自由なリズムで演奏される音楽である。声または楽器で演
奏されたり，声と楽器を
合わせて演奏されること
もある。伴奏にはセター
ル（細長い棹

さお

に，25～27
個のフレットをもつ弦楽
器），サントゥール（金属
弦をばちで打つ楽器），
ネイ（縦笛）などがよく用
いられる。

少しずつ動きながら合唱するブヌン族

ナーデル・ゴルチン（歌手）
ケイヴァン・サーケット（セタール）

5ヨーデル スイス（ヨーロッパ）

　アルプス地方のヨーデルは，裏声と地声を交互に組み合わ
せる歌唱法を特徴とする。高山山腹にある放牧場（アルプ）で

夏の間生活する牧童た
ちの間で生まれ，彼ら
の連絡手段や精霊への
祈りとして歌われたと
いわれている。このよ
うな歌唱法は他の国や
地域にもみられ，青森
県民謡の《ホーハイ節》
もその一つである。

6 イヌイットの喉
の ど

歌
う た

カナダ（北アメリカ）

　イヌイットには，呼吸音や
喉を鳴らす音などを使って動
物の鳴き声や自然の音をまね
る伝統的な歌唱法がみられる。
そうした音を向かい合った2
人が交互に出し合い，どちら
かが先に歌えなくなったり，
笑ったりしたほうが負けとい
う遊びも伝わっている。

ケトラー姉妹

京
キョン

畿
ギ

道
ド

アリラン
朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

民謡

美しいエンメンタール
スイス民謡／三

み

谷
たに

浩
ひろし

 日本語詞／橋
はし

本
もと

祥
しょう

路
じ

 編曲

※楽譜は大韓教科書株式会社発行『音楽３』に基づく。

アリラン　アリラン　アラリヨ　あなたはアリラン峠を越えて行く
私を捨てて行くならば　10里も行かないうちに足が痛むだろう

歌詞の大意
19世紀後半の李

り

王朝末期に，多くの人民が宮殿の造営工事
のために動員された。その際，京畿道地方出身の農民が労働
の苦しさを紛らわすために歌ったものが起源といわれている。

エンメンタールとはスイスのエンメ川流域に広がる丘陵地帯を指す。 M
モデラート

oderato：中ぐらいの速さで

発声法による音色の違い，声域や旋律の特徴などについて気付いたことを発表し
よう。また，歌の内容や歴史，歌われる場面や場所などについても調べてみよう。

による表現

身振りを付けずに歌うため，ポケットに
手を入れている。

曲調を感じ取って

歌おう

78

能 《道
どう

成
じょう

寺
じ

》 作者不詳

日本の伝統音楽
　古くから近隣諸国と交流のあった日本は，外来文化を取り
入れながら独自の音楽文化を築いてきた。私たちは芸術的な
音楽に限らず，自然の中にある虫や鳥の鳴き声，風や水の音
などにも風

ふ

情
ぜい

を見いだす。こうした感性によって生み出され

た音楽からは，声や楽器の音色一つに耳を傾けても確かに日
本人の美意識を感じ取ることができる。さまざまな日本の伝
統音楽を聴き，声や楽器による表現，リズムやテンポなどに
みられる特徴について話し合おう。

　アジア各地から伝来した舞や音楽である「舞楽」は，平安時代に国風化が
進められ，様式が整えられた。「左

さ

舞
まい

」と「右
う

舞
まい

」に大別され，左舞では中国
などから伝来した「唐

とう

楽
がく

」を，右舞では朝鮮半島などから伝来した「高
こ

麗
ま

楽
がく

」
を演奏する。左舞の《陵王》は，動きのある「走

はしり

舞
まい

」の代表的な演目である。
馬上で指揮を執る武将の姿が，舞と音楽によって表現される。舞楽の楽器
奏者は「管

かん

方
がた

」と呼ばれ，吹
ふき

物
もの

（管楽器）と打
うち

物
もの

（打楽器）を演奏する。いくつ
かの曲から構成されるが，演目の中心となる曲を〈当

とう

曲
きょく

〉と呼ぶ。

演目の起源
中国の南北朝時代に活躍した蘭

らん

陵
りょう

王
おう

長
ちょう

恭
きょう

という実在の武将にまつわる故事を題
材にして作られた。蘭陵王は部下が見とれるほどの美青年であったため，戦場で
は恐ろしい仮面を着けて味方の士気を高めていた。蘭陵王たちは次々と勝利を収め，
それを祝って兵士たちが舞ったのが始まりとされている。

　《道成寺》は，シテ（主役）の役柄による分類のうち，物
もの

狂
ぐるい

，執
しゅう

心
しん

，怨
おん

霊
りょう

，人情などを表現する「雑
ざつ

能
のう

」と呼ばれる種類の演目である。大きな
見せ場となるシテの舞う「乱

らん

拍
びょう

子
し

」は，シテと小
こ

鼓
つづみ

の一騎打ちと称され
ることもあり，両者の呼吸で間

ま

を合わせて進められる。その後，一変し
て急速なテンポによる「急ノ舞」，「鐘

かね

入
いり

」と続き，演技，舞，謡
うたい

，囃
はや

子
し

などが一体となって物語が劇的に表現される。この演目は後世のさまざ
まな芸能に影響を与え，歌舞伎《京

きょう

鹿
がの

子
こ

娘道成寺》などが生み出された。

あらすじ
　『今

こん

昔
じゃく

物語集』などにみられる紀州（現在の和歌山県）道成寺にまつわる説話※

を題材に，その「後日談」をあらすじとして描いている。道成寺で鐘の再興の
法要が行われているときに，白

しら

拍
びょう

子
し

（前シテ）が現れ，本来は女人禁制である
法要の場へ入っていく。供

く

養
よう

の舞を舞っていた白拍子は突如怒り狂い，鐘を
引き落としその中へ消える。再び鐘が吊

つ

り上げられると，白拍子は蛇
じゃ

体
たい

の姿
をした鬼

き

女
じょ

（後
のち

シテ）に変わっている。僧たちが祈り続けると，鬼女は自身の
吐く炎に身を焦がし，日高川へと飛び込む。

雅
が

楽
がく

舞
ぶ

楽
がく

《陵
りょう

王
おう

》 作者不詳

● 吹物の音の重なり合いや打物の入り方などに注目し，それぞれの楽器の
音色や合奏（唐楽）の響きを味わおう。
●   武将の勇壮さや気品などを舞の動きから感じ取ろう。

舞
まい

人
にん

，管方：楽
がく

友
ゆう

会
かい

左舞では赤系統の装
しょう

束
ぞく

を着用する。

白拍子：武
たけ

田
だ

宗
むね

典
のり

役名の「白拍子」とは，平安末期から鎌倉時代にかけて流行した歌舞，
及びそれを舞う女性のことを指す。

※ 娘に追われた山
やま

伏
ぶし

が道成寺に助けを求めて鐘の中に隠れたが，娘は執心のあまり
大蛇となって鐘に巻き付き，山伏を焼き殺してしまったという話。

さ
ま
ざ
ま
な
日
本
の
伝
統
音
楽
と
そ
の
特
徴
を
理
解
し
、
魅
力
を
味
わ
お
う

●演者と地
じ

謡
うたい

の謡や打楽器の演奏者の掛
かけ

声
ごえ

など，声による表現を味わおう。
●四

し

拍
びょう

子
し

（笛・小鼓・大
おお

鼓
つづみ

・太
たい

鼓
こ

）とも呼ばれる囃子の楽器による表現を味わおう。
●「乱拍子」の独特なリズムや間

ま

に注目し，白拍子の鐘に寄せる執心や不気味さ，緊張感などを感じ取ろう。

82ページ日本音楽の流れ

80ページ謡に親しもう国立能楽堂 67ページ 能6ページ
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　1910年にパリ・オペラ座で初演されたバレエ《火の鳥》は，ロシアの民話をもとに
した作品である。魔王カスチェイ（カッシェイ）に捕らわれている美しい王女に魅せ
られた王子イワンは，火の鳥の力を借りて魔王を倒し，王女と結ばれる。
　作曲家ストラヴィンスキー（1882～1971）の名を一躍有名にしたこの作品は，
その後，作曲者自身によって３種類の演奏会用組曲にまとめ直された。ここでは，
演奏機会の多い1919年版を取り上げる。

情景を描く音楽を味わおう

◉ 魔王の国の夜を表す旋律：曲の冒頭でチェロとコントラバスによって演奏される旋律が，フルートやオーボエにも現れる。

◉ 火の鳥の踊りを表す旋律：フルートやピッコロ，クラリネットなどの木管楽器と，弦楽器によるピッツィカート（弦を指で
はじく奏法）やピアノ，ハープなどで演奏され，火の鳥の羽音や飛び回る様子を表している。

◉ 王女たちの踊りを表す旋律：ロシア民謡に基づく２つの主題が繰り返され，輪舞の様子を表している。

火の鳥を追って魔王の国の森の中に迷い込んだ王子イワンは，金のりんごのなる木に遊ぶ火の鳥を捕らえようとする。

魔王カスチェイに捕らわれ，魔法をかけられている13人の王女たちが城の中から現れる。様子をうかがっていた王子は彼女たち
の前に姿を現し，その中でも１人の美しい王女と惹

ひ

かれ合い，踊る。

捕らえられた火の鳥は，自分の体から抜き取った魔法の羽と引き換えに逃がしてくれるよう王子に懇願して解放される。

序奏※

火の鳥の踊り～火の鳥のヴァリアシオン※

※序奏：楽曲の最初に置かれる導入部分。

※ヴァリアシオン：バレエ用語で「ソロの踊り」のこと。

※1ロンド：輪舞。大勢の人たちが輪になって踊る。
※2ホロヴォード：ロシアの古い民俗舞踊の一つ。

主題１

主題２

バレエ《火の鳥》　マリインスキー・バレエ
火の鳥と王子イワン

〈序奏〉～〈火の鳥の踊り〉～
〈火の鳥のヴァリアシオン〉

〈王女たちのロンド
（ホロヴォード）〉

〈魔王カスチェイの
凶悪な踊り〉 〈子守歌〉 〈終曲〉

＊各曲は続けて演奏されることが多い。

 あらすじを参考に，物語に描かれている登場人物や情景を思い浮かべ，
それらがどのような音楽の要素によって表現されているのか考えよう。

組曲の
構成

バレエ音楽《火の鳥》組曲 （1919年版）
イーゴリ・ストラヴィンスキー 作曲

王女たちのロンド※1（ホロヴォード※2）

153ページ楽器名の略表記148ページオーケストラを知ろう130ページ 音楽を織りなすさまざまな要素
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ジャズ

ロック

西洋音楽，日本の伝統音楽，世界の諸民族の音楽の全てにおいて「鑑賞のポイント」を示し，生徒が声や楽
器の音色の特徴を感じ取ったり，音楽を形づくっている要素に着目したりすることができるようにしました。また，
ジャズやロックをジャンルごとに掲載し，鑑賞と表現とを関連付けてより深く学習できるよう配慮しました。鑑賞

場面の状況や登場人物の心情などを把握しやすいこ
とから《カルメン》を取り上げました。また，歌唱教
材として厳選された２曲のアリアは，声楽家の宮本
益光氏による日本語詞によって心情を捉えやすく，
表情豊かに歌うことができます。

（P.78・79）

（P.98〜101）

実際に歌うことで表現の特徴を感じ取るための教材

全ての音楽に写真が掲載され，参考資料としても活用できます。

�それぞれの音楽の特徴を比較することができるよう，多種
目の伝統音楽を取り上げました。日本音楽の流れを概観
できる紙面構成になっているので，文化的・歴史的背景も
学ぶことができます。

�「声による表現」と「楽器による表現」という観点から，合わせて
20種類の音楽を取り上げました。人々の美意識の多様性に目
を向けることができるようになっています。

総合芸術である舞楽と能の鑑賞のポイントに
ついては，音源のみで

鑑賞する場合も想定して示しています。

音楽を形づくっている要素の働きや表現方法の多様性を
感じ取ることができる教材を精選しました。

バレエ音楽
《火の鳥》組曲は，
各曲と物語の
あらすじを

結び付けることで，
音楽の描く情景を
容易に思い浮かべる
ことができます。

（P.134・135）

組曲《動物の謝肉祭》（P.131）

交響曲第９番《合唱付き》から第４楽章（P.132・133）

バレエ音楽《火の鳥》組曲（1919年版）（P.134・135）

ピアノによるさまざまな表現効果を聴き取ろう
	 	 （P.136・137）

《カルメン》（P.72・73）

●オペラ・アリア�《ハバネラ》（P.74）

	 《闘牛士の歌》（P.75）

ジャズとともにポピュラー音楽の中心として発展を
遂げてきたロック。1980年代を頂点とした歴史の
流れについて，各ジャンルや代表的なアーティスト，
曲やアルバムなどを紹介しながらまとめています。

Rock	History（P.104・105）

貴
族
社
会
と
武
家
社
会
と
い
う
対
照
的
な
時
代

背
景
の
中
で
整
え
ら
れ
た
雅
楽
と
能
を
鑑
賞

世界の諸民族の音楽

日本の伝統音楽

ジャズのプレイヤーがどのように音楽を作り上げて
いくのか，ピアノ・トリオを例に，実際に《枯葉》を演
奏して体験できるよう紙面を工夫しました。

What	is	JAZZ?（P.102・103）

西洋音楽

オペラ
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１から順に音高を付けずに階名で読もう。また，ピアノやキーボードで実際に弾いて音を
確かめよう。音符を読む練習

上から下へ１音ずつ 下から上へ１音ずつ

①

②

③

音高を付けずに，メロディーのリズムを階名で読もう。その際，手で腿
もも

の辺りを
軽く打ちながら拍を取ろう。リズムを正確に読む練習

④

音高や音程，リズムなどに気を付けて階名で歌おう。メロディーを階名で歌う練習

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

156

コ
ー
ド
表

ギター／キーボード・コード表

ベース音コード

C CI/DY D DI/EY E F

□
メイジャー

□7
セブンス

□M7
メイジャー・セブンス

□m
マイナー

□m7
マイナー・セブンス

□s4
サス・フォー

□/○
オン・コード

Cコード

ベース音G

覚
え
て
お
き
た
い
コ
ー
ド

□n7
ディミニッシュ・
セブンス

FI/GY G GI/AY A AI/BY B

□7
セブンス

□M7
メイジャー・セブンス

□m
マイナー

□m7
マイナー・セブンス

□n7
ディミニッシュ・
セブンス

□
メイジャー

□s4
サス・フォー

覚
え
て
お
き
た
い
コ
ー
ド

ダイヤグラム
●…押さえる位置　×…弾かない弦　 ▼…ルート　 ┃セーハ…２本以上の弦を左手の人さし指などで押さえる
１…人さし指　２…中指　３…薬指　４…小指　ダイヤグラムの下の数字…フレット番号

15

音楽を学習するうえで必要となる基礎的・基本的な知識の習得や，教科書の学習活動をサポートするコー
ナーを設けることで，生徒の表現と鑑賞の能力を育て，興味をもって主体的に学習できるようにしました。
多くの生徒にとって「音楽を学ぶ」機会が音楽.Ⅰ で終わってしまう実情を踏まえ，卒業後も手元に残してお
きたいと思える教科書になるような資料を豊富に取りそろえました。

「ソルフェージュ」「楽典」などを取り上げ，音楽の基礎的・
基本的な能力の定着を図れるようにしました。

「日本音楽の流れ」「西洋音楽の流れ」を簡潔にまとめて示し，
鑑賞の際に歴史的背景も知ることができるようにしました。
また，「郷土の民謡と芸能」「歌謡曲からJ-POPへの100年」
においても，その歴史や背景を知って親しむことができるよ
うにしました。

（P.18〜20）

資料

表現と鑑賞とを関連付けたページを含め，これまでに紹
介した資料の他にも，教科書の学習活動をサポートする
だけでなく卒業後も活用できる資料を豊富に取りそろえま
した。

「楽譜を読めるようになった」と
実感できるよう，豊富な課題を提示

コードの押さえ方を動画で確認

生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むことができるよう，
さまざまな音楽に接する際の切り口を多様な観点から示しま
した。

Drums!	鼓動は時空を超えて（P.4・5）

アレンジャーは曲に魔法をかける（P.13）

舞台芸術（P.66・67）

演奏会や観劇に行こう（P.69）

日本音楽の流れ（P.82〜84）

西洋音楽の流れ（P.138〜141）

郷土の民謡と芸能（P.96・97）

歌謡曲からJ-POPへの100年（P.112・113）

ルールを守って音楽を楽しもう	！（P.31）

オーケストラを知ろう（P.148・149）

コード・ネーム（P.154・155）

ギター／キーボード・コード表（P.156・157）

作曲家の年表と主な作品（P.158・159）

（P.156・157）

基礎・基本の力

その他の資料

音楽の楽しみ

歴史
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年間指導計画例

月
配
当
時
間

題材名 題材のねらい 学習目標 主な教材 主な学習活動

学習指導要領の内容
A表現 B鑑賞 〔共通事項〕 内

容
の
取
扱
い

⑴歌唱 ⑵器楽 ⑶創作 ⑴鑑賞 音楽を形づくっている要素
ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ 音

色
リ
ズ
ム

速
度

旋
律

テ
ク
ス
チ
ュ
ア

強
弱

形
式

構
成

ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ

４

５

６

７

５ 曲にふさわしい発声
で表情豊かに歌おう

曲にふさわしい発声などの技能を身に付けるとともに，
曲想と音楽の構造や歌詞との関わりを理解し，表現を
工夫して表情豊かに歌う

曲想と音楽の構造や歌詞との関わりを理解し，曲にふさわし
い発声，言葉の発音，身体の使い方などの技能を身に付けな
がら，イメージをもって表現を工夫して歌う

校歌/Ave Maria
「ヴォイス・トレーニング」/小さな空
’O sole mio

・  曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使い方などに留意して歌い，表現に必要な技能を身に付ける
・  歌ったり互いに聴き合ったりしながら，曲想と音楽の構造や歌詞との関わりを理解する
・  イメージをもって，音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら表現を工

夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷

３ ボディー・パーカッシ
ョンや“Cups”に挑
戦しよう

ボディー・パーカッションや身近にあるコップなどを用
いたリズム表現を通して音色や奏法，表現を工夫し，
他者と協働しながら演奏する喜びを味わう

曲想と音色や奏法との関わりを理解し，曲にふさわしい奏法な
どの技能を身に付けるとともに，他者と協働しながらイメージ
をもって表現を工夫して演奏する

Plymouth Rock
Clap,Tap with CUPS!
ソルフェージュ17 〜 21

・  リズムを正確に捉えるとともに，その重なり合いやつながりを意識して演奏する
・  曲想に合った音色や奏法，パフォーマンスなどの技能を身に付け，表現を工夫する
・  共通のイメージをもって，曲の特徴を生かした表現ができるよう試行錯誤したり意見を交換

したりしながら演奏する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷
⑸
⑻

4 表現を工夫してリコ
ーダーを演奏しよう

リコーダーの奏法を身に付けるとともに，曲想と楽器
の音色や奏法との関わりを理解し，表現を工夫して演
奏する

曲想とリコーダーの音色や奏法との関わりを理解し，曲にふさ
わしい奏法，身体の使い方などの技能を身に付けながら，イメ
ージをもって表現を工夫して演奏する

見上げてごらん夜の星を/天国と地獄
C-a-f-f-e-e/グリーンスリーヴス
ザナルカンドにて

・  曲にふさわしい奏法や身体の使い方などに留意して演奏し，表現に必要な技能を身に付ける
・  演奏したり互いに聴き合ったりしながら，曲想と楽器の音色や奏法との関わりを理解する
・  イメージをもって，音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら表現を工

夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷

4 J-POPや歌謡曲の
特徴を理解して歌お
う

J-POPや歌謡曲を取り上げ，曲想と音楽の構造や歌詞
との関わりを理解し，イメージをもって歌うとともに，
自分や社会と音楽との関わりを考える

曲想と音楽の構造や歌詞，文化的背景との関わりを理解し，
曲にふさわしい歌唱表現の技能を身に付けながら，イメージを
もって表現を工夫して歌うとともに，自分や社会にとっての音
楽の意味や価値を考える

Lemon/翼をください/負けないで
若者のすべて/東京ブギウギ/クリスマス・イ
ブ/「歌謡曲からJ-POPへの100年」

「ルールを守って音楽を楽しもう！」

・  曲について調べたり意見を交換したりして曲想と音楽の構造や歌詞，文化的背景との関わり
を理解するとともに，自分や社会にとっての音楽の意味や価値を考える

・  イメージをもって，音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら表現を工
夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷
⑻
⑾

3 「コード進行」をも
とにメロディーを
つくろう

多くの曲に用いられているコード進行をもとに，音の
つなげ方やフレーズのまとまり，重なりによる響きを
理解し，さまざまな手法を活用しながらイメージをも
って創作する

音のつなげ方やフレーズのまとまり，重なりによる響きを理解し，
反復，変化などの手法を活用してメロディーをつくる技能を身
に付けながら，イメージをもって表現を工夫して創作する

「『コード進行』をもとにメロディーをつくろう」
「コード・ネーム」

・  コードの構成音をもとに音の組み合わせ方やつなげ方を試しながら，自分の表したいイメー
ジに合うメロディーをつくる

・  反復，変化などの手法を用いてメロディーをつくったり，つくったメロディーにもう一つのメ
ロディーを重ねたりする技能を身に付ける

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑶
⑷
⑺

5 音楽を形づくってい
る要素に注目して，
曲のよさや美しさを
探ろう

声やさまざまな楽器が生み出す響きやその特徴が，ど
のような要素やそれらの働きによってもたらされてい
るのかを探るとともに，音楽のよさや美しさを味わう

音楽を形づくっている要素やそれらの働きに注目しながら曲を
聴き，曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わりについて
理解するとともに，根拠をもって曲や演奏を批評する

「音楽を織りなすさまざまな要素」
組曲《動物の謝肉祭》/交響曲第9番《合唱付
き》から第４楽章/バレエ音楽《火の鳥》組曲

「西洋音楽の流れ」/「オーケストラを知ろう」

・  音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し，それらの働きに注目しながら鑑賞す
る

・  曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わりについて意見を交換し理解を深める
・  曲や演奏に対する評価とその根拠を述べ合う

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷
⑻

2 能や謡に親しもう 実際に謡を体験して能の音楽の特徴を理解するとともに，
能の魅力を味わう

能の音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関わり，言葉の特性
と曲種に応じた発声との関わりを理解し，曲にふさわしい発声，
言葉の発音，身体の使い方などの技能を身に付けながら，表
現を工夫して謡う

歌唱： 《高砂》/《羽衣》
鑑賞：能《道成寺》/「舞台芸術」

・  能を鑑賞したり能について調べたりしながら，音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関わり
を理解する

・  曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使い方などに留意して謡い，表現に必要な技能
を身に付ける

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷
⑹
⑼

９

10

11

12

６ 表現を工夫してギタ
ーやウクレレを演奏
しよう

ギターやウクレレの奏法を身に付けるとともに，曲想
と楽器の音色や奏法との関わりを理解し，表現を工夫
して演奏する

曲想とギターやウクレレの音色や奏法との関わりを理解し，曲
にふさわしい奏法，身体の使い方などの技能を身に付けながら，
イメージをもって表現を工夫して演奏する

ギター：日曜日よりの使者/第三の男の
　　　　テーマ
ウクレレ： Michael, Row The Boat 
　　　　   Ashore/真珠貝の歌

・  曲にふさわしい奏法や身体の使い方などに留意して演奏し，表現に必要な技能を身に付ける
・  演奏したり互いに聴き合ったりしながら，曲想と楽器の音色や奏法との関わりを理解する
・  イメージをもって，音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら表現を工

夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷

８ 日本や諸外国の歌曲
に親しみ，表現を工
夫して独唱しよう

さまざまな言語による歌曲に親しみ，それぞれの特徴
を理解するとともに，曲にふさわしい発声，言葉の発音，
身体の使い方などの技能を身に付け，表現を工夫して
独唱する

曲想と音楽の構造や歌詞，文化的・歴史的背景との関わりを理
解し，曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使い方など
の技能を身に付けながら，イメージをもって表現を工夫して歌
う

むこうむこう/この道/「日本語と旋律」
「詩の心を大切に歌おう」/「日本語の歌詞の
歌い方」/Caro mio ben/「Caro mio ben
大解剖!」/Heidenröslein(シューベルト/
ヴェルナー )/Ich liebe dich
オー・シャンゼリゼ

・  曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使い方などに留意して歌い，表現に必要な技能
を身に付ける

・  歌ったり互いに聴き合ったりしながら，曲想と音楽の構造や歌詞，文化的・歴史的背景との
関わりを理解する

・  イメージをもって，音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら表現を工
夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷

２ 発音や発声を工夫し
て声によるアンサン
ブルをつくろう

オノマトペのもつリズム感やアクセントなどのおもしろ
さを生かして，他者と協働しながら表現を工夫してリ
ズム・アンサンブルをつくったり演奏したりする

オノマトペを音素材として用い，それを連ねたり重ねたりした
ときの響きの特徴を理解するとともに，反復，変化などの手法
を活用して音楽をつくる技能を身に付けながら，イメージをも
って表現を工夫して創作する

創作： 「オノマトペでリズム・アンサンブルを
 つくろう」
歌唱：虫の声

・  オノマトペのもつリズム感やアクセントなどのおもしろさを生かして，それを連ねたり重ねた
りしながら，パートの組み合わせなどを工夫してリズム・アンサンブルをつくる

・  反復，変化などの手法を用いてリズム・アンサンブルをつくる技能を身に付ける
・  歌ったり互いに聴き合ったりしながら，曲想と音楽の構造や歌詞との関わりを理解する
・  イメージをもって，音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら表現を工

夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑶
⑷
⑺
⑽

８ 表現を工夫して合唱
やヴォイス・アンサン
ブルをしよう

各パートの役割を理解するとともに，全体の響きを
イメージしながら表現を工夫して合唱やヴォイス・ア
ンサンブルをする喜びを味わう

合唱やヴォイス・アンサンブルによる表現の特徴を理解し，そ
れを生かして歌ったり，他者との調和を意識して歌ったりする
技能を身に付けながら，イメージをもって表現を工夫して歌う

花/夏の思い出/「指揮にチャレンジ」
故郷/懐かしきケンタッキーの我が家
サザエさん/言わない/ぼくは　ぼく
おんがく

・  一人一人が主体性を発揮しながら，他者との調和を意識して演奏する技能を身に付ける
・  各パートや指揮者の役割を理解するとともに，全体の響きやハーモニーをイメージしながら

演奏する
・  共通のイメージをもって，音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら表

現を工夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷

４ 和楽器に親しみ，演
奏に挑戦しよう

和楽器に親しみ，その音色や表現の特徴を味わうとと
もに，奏法を身に付け，曲想と楽器の音色や奏法との
関わりを理解し，表現を工夫して演奏する

曲想と楽器の音色や奏法との関わりを理解し，曲にふさわし
い奏法，身体の使い方などの技能を身に付けながら，イメージ
をもって表現を工夫して演奏する

器楽：篠笛/三線/三味線/箏から選曲
鑑賞：箏曲《みだれ（乱輪舌）》

・  曲にふさわしい奏法，身体の使い方などに留意して演奏し，表現に必要な技能を身に付ける
・  演奏したり鑑賞したりしながら，曲想と楽器の音色や奏法との関わりを理解する
・  イメージをもって，音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら表現を工

夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷
⑹
⑼

２ 世界の諸民族の音楽
を知ろう

世界各地の音楽を，声や楽器に着目して鑑賞したり歌
ったりしながら，その音色や表現の特徴を理解する

世界各地の音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関わりを理解
し，音楽表現の共通性や固有性について考えるとともに，曲
にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使い方などの技能を
身に付けながら，イメージをもって表現を工夫して歌う

鑑賞： 「世界の諸民族の音楽」
歌唱：京畿道アリラン
　　　美しいエンメンタール

・  世界各地の音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関わりを理解しながら鑑賞する
・  それぞれの音楽表現の共通性や固有性について気付いたことや考えたことを述べ合い，理解

を深める
・  アリランとヨーデルの声の音色，リズム，旋律などの特徴を理解し，曲にふさわしい発声で

歌い，表現に必要な技能を身に付ける

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷
⑻
⑼

１

２

３

４ ミュージカル・ナン
バーを歌おう

物語のあらすじや歌詞の内容，登場人物の心情などを
理解し，曲にふさわしい表現を工夫して歌う

曲想と音楽の構造や歌詞との関わりを理解し，曲にふさわし
い発声，言葉の発音，身体の使い方などの技能を身に付けな
がら，イメージをもって表現を工夫して歌う

歌唱：Memory/美女と野獣
鑑賞： ミュージカル《キャッツ》　　　　　　

ミュージカル映画『美女と野獣』

・  ミュージカルを鑑賞し，物語のあらすじや歌詞の内容，登場人物の心情などを理解するとともに，曲
にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使い方などに留意して歌い，表現に必要な技能を身に付ける

・  歌ったり互いに聴き合ったり，意見を交換したりしながら，曲想と音楽の構造や歌詞との関
わりを理解する

・  イメージをもって，音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら表現を工
夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷
⑻

２ 作曲家の生涯と作品
をたどろう

J.S.バッハやW.A.モーツァルトの生涯をたどりながら，
それぞれの作品の特徴を理解し，魅力を味わう

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり，音楽の特徴と
文化的・歴史的背景との関わりを理解するとともに，根拠をも
って曲や演奏を批評する

「クローズ・アップ・マエストロ」
J.S.バッハ /W.A.モーツァルト

・  作品を鑑賞したり，作曲家について調べたり，意見を交換したりしながら，曲想や表現上の
効果と音楽の構造との関わり，音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関わりを理解する

・  曲や演奏に対する評価とその根拠を述べ合う

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷
⑻

４ オペラに親しみ，ア
リアに挑戦しよう

物語のあらすじや歌詞の内容，登場人物の心情などを
理解し，曲にふさわしい表現を工夫して歌う

音楽の特徴と文化的・歴史的背景，他の芸術との関わり，曲想
と音楽の構造や歌詞との関わりを理解し，曲にふさわしい発声，
言葉の発音，身体の使い方などの技能を身に付けながら，イメ
ージをもって表現を工夫して歌う

歌唱：ハバネラ/闘牛士の歌
鑑賞：オペラ《カルメン》/「舞台芸術」

・  オペラを鑑賞し，物語のあらすじや歌詞の内容，登場人物の心情などを理解するとともに，
舞台芸術としてのオペラの特徴を知る

・  曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使い方などに留意して歌い，表現に必要な技能を身に付ける
・  歌ったり互いに聴き合ったりしながら，曲想と音楽の構造や歌詞との関わりを理解する
・  イメージをもって，音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら表現を工

夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷
⑻

４ さまざまな器楽アン
サンブルを楽しもう

各パートの役割を理解するとともに，全体の響きをイ
メージしながら表現を工夫して器楽アンサンブルをす
る喜びを味わう

器楽アンサンブルによる表現の特徴を理解し，それを生かして
演奏したり，他者との調和を意識して演奏したりする技能を身
に付けながら，イメージをもって表現を工夫して演奏する

ミッション：インポッシブルのテーマ
タイムマシンにおねがい/星に願いを

・  一人一人が主体性を発揮しながら，他者との調和を意識して演奏する技能を身に付ける
・  各パートの役割を理解するとともに，全体の響きやハーモニーをイメージしながら演奏する
・  共通のイメージをもって，音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら表

現を工夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷
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⑴歌唱 ⑵器楽 ⑶創作 ⑴鑑賞 音楽を形づくっている要素
ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ 音

色
リ
ズ
ム

速
度

旋
律

テ
ク
ス
チ
ュ
ア

強
弱

形
式

構
成

ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ

４

５

６

７

５ 曲にふさわしい発声
で表情豊かに歌おう

曲にふさわしい発声などの技能を身に付けるとともに，
曲想と音楽の構造や歌詞との関わりを理解し，表現を
工夫して表情豊かに歌う

曲想と音楽の構造や歌詞との関わりを理解し，曲にふさわし
い発声，言葉の発音，身体の使い方などの技能を身に付けな
がら，イメージをもって表現を工夫して歌う

校歌/Ave Maria
「ヴォイス・トレーニング」/小さな空
’O sole mio

・  曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使い方などに留意して歌い，表現に必要な技能を身に付ける
・  歌ったり互いに聴き合ったりしながら，曲想と音楽の構造や歌詞との関わりを理解する
・  イメージをもって，音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら表現を工

夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷

３ ボディー・パーカッシ
ョンや“Cups”に挑
戦しよう

ボディー・パーカッションや身近にあるコップなどを用
いたリズム表現を通して音色や奏法，表現を工夫し，
他者と協働しながら演奏する喜びを味わう

曲想と音色や奏法との関わりを理解し，曲にふさわしい奏法な
どの技能を身に付けるとともに，他者と協働しながらイメージ
をもって表現を工夫して演奏する

Plymouth Rock
Clap,Tap with CUPS!
ソルフェージュ17 〜 21

・  リズムを正確に捉えるとともに，その重なり合いやつながりを意識して演奏する
・  曲想に合った音色や奏法，パフォーマンスなどの技能を身に付け，表現を工夫する
・  共通のイメージをもって，曲の特徴を生かした表現ができるよう試行錯誤したり意見を交換

したりしながら演奏する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷
⑸
⑻

4 表現を工夫してリコ
ーダーを演奏しよう

リコーダーの奏法を身に付けるとともに，曲想と楽器
の音色や奏法との関わりを理解し，表現を工夫して演
奏する

曲想とリコーダーの音色や奏法との関わりを理解し，曲にふさ
わしい奏法，身体の使い方などの技能を身に付けながら，イメ
ージをもって表現を工夫して演奏する

見上げてごらん夜の星を/天国と地獄
C-a-f-f-e-e/グリーンスリーヴス
ザナルカンドにて

・  曲にふさわしい奏法や身体の使い方などに留意して演奏し，表現に必要な技能を身に付ける
・  演奏したり互いに聴き合ったりしながら，曲想と楽器の音色や奏法との関わりを理解する
・  イメージをもって，音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら表現を工

夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷

4 J-POPや歌謡曲の
特徴を理解して歌お
う

J-POPや歌謡曲を取り上げ，曲想と音楽の構造や歌詞
との関わりを理解し，イメージをもって歌うとともに，
自分や社会と音楽との関わりを考える

曲想と音楽の構造や歌詞，文化的背景との関わりを理解し，
曲にふさわしい歌唱表現の技能を身に付けながら，イメージを
もって表現を工夫して歌うとともに，自分や社会にとっての音
楽の意味や価値を考える

Lemon/翼をください/負けないで
若者のすべて/東京ブギウギ/クリスマス・イ
ブ/「歌謡曲からJ-POPへの100年」

「ルールを守って音楽を楽しもう！」

・  曲について調べたり意見を交換したりして曲想と音楽の構造や歌詞，文化的背景との関わり
を理解するとともに，自分や社会にとっての音楽の意味や価値を考える

・  イメージをもって，音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら表現を工
夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷
⑻
⑾

3 「コード進行」をも
とにメロディーを
つくろう

多くの曲に用いられているコード進行をもとに，音の
つなげ方やフレーズのまとまり，重なりによる響きを
理解し，さまざまな手法を活用しながらイメージをも
って創作する

音のつなげ方やフレーズのまとまり，重なりによる響きを理解し，
反復，変化などの手法を活用してメロディーをつくる技能を身
に付けながら，イメージをもって表現を工夫して創作する

「『コード進行』をもとにメロディーをつくろう」
「コード・ネーム」

・  コードの構成音をもとに音の組み合わせ方やつなげ方を試しながら，自分の表したいイメー
ジに合うメロディーをつくる

・  反復，変化などの手法を用いてメロディーをつくったり，つくったメロディーにもう一つのメ
ロディーを重ねたりする技能を身に付ける

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑶
⑷
⑺

5 音楽を形づくってい
る要素に注目して，
曲のよさや美しさを
探ろう

声やさまざまな楽器が生み出す響きやその特徴が，ど
のような要素やそれらの働きによってもたらされてい
るのかを探るとともに，音楽のよさや美しさを味わう

音楽を形づくっている要素やそれらの働きに注目しながら曲を
聴き，曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わりについて
理解するとともに，根拠をもって曲や演奏を批評する

「音楽を織りなすさまざまな要素」
組曲《動物の謝肉祭》/交響曲第9番《合唱付
き》から第４楽章/バレエ音楽《火の鳥》組曲

「西洋音楽の流れ」/「オーケストラを知ろう」

・  音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し，それらの働きに注目しながら鑑賞す
る

・  曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わりについて意見を交換し理解を深める
・  曲や演奏に対する評価とその根拠を述べ合う

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷
⑻

2 能や謡に親しもう 実際に謡を体験して能の音楽の特徴を理解するとともに，
能の魅力を味わう

能の音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関わり，言葉の特性
と曲種に応じた発声との関わりを理解し，曲にふさわしい発声，
言葉の発音，身体の使い方などの技能を身に付けながら，表
現を工夫して謡う

歌唱： 《高砂》/《羽衣》
鑑賞：能《道成寺》/「舞台芸術」

・  能を鑑賞したり能について調べたりしながら，音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関わり
を理解する

・  曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使い方などに留意して謡い，表現に必要な技能
を身に付ける

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷
⑹
⑼

９

10

11

12

６ 表現を工夫してギタ
ーやウクレレを演奏
しよう

ギターやウクレレの奏法を身に付けるとともに，曲想
と楽器の音色や奏法との関わりを理解し，表現を工夫
して演奏する

曲想とギターやウクレレの音色や奏法との関わりを理解し，曲
にふさわしい奏法，身体の使い方などの技能を身に付けながら，
イメージをもって表現を工夫して演奏する

ギター：日曜日よりの使者/第三の男の
　　　　テーマ
ウクレレ： Michael, Row The Boat 
　　　　   Ashore/真珠貝の歌

・  曲にふさわしい奏法や身体の使い方などに留意して演奏し，表現に必要な技能を身に付ける
・  演奏したり互いに聴き合ったりしながら，曲想と楽器の音色や奏法との関わりを理解する
・  イメージをもって，音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら表現を工

夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷

８ 日本や諸外国の歌曲
に親しみ，表現を工
夫して独唱しよう

さまざまな言語による歌曲に親しみ，それぞれの特徴
を理解するとともに，曲にふさわしい発声，言葉の発音，
身体の使い方などの技能を身に付け，表現を工夫して
独唱する

曲想と音楽の構造や歌詞，文化的・歴史的背景との関わりを理
解し，曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使い方など
の技能を身に付けながら，イメージをもって表現を工夫して歌
う

むこうむこう/この道/「日本語と旋律」
「詩の心を大切に歌おう」/「日本語の歌詞の
歌い方」/Caro mio ben/「Caro mio ben
大解剖!」/Heidenröslein(シューベルト/
ヴェルナー )/Ich liebe dich
オー・シャンゼリゼ

・  曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使い方などに留意して歌い，表現に必要な技能
を身に付ける

・  歌ったり互いに聴き合ったりしながら，曲想と音楽の構造や歌詞，文化的・歴史的背景との
関わりを理解する

・  イメージをもって，音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら表現を工
夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷

２ 発音や発声を工夫し
て声によるアンサン
ブルをつくろう

オノマトペのもつリズム感やアクセントなどのおもしろ
さを生かして，他者と協働しながら表現を工夫してリ
ズム・アンサンブルをつくったり演奏したりする

オノマトペを音素材として用い，それを連ねたり重ねたりした
ときの響きの特徴を理解するとともに，反復，変化などの手法
を活用して音楽をつくる技能を身に付けながら，イメージをも
って表現を工夫して創作する

創作： 「オノマトペでリズム・アンサンブルを
 つくろう」
歌唱：虫の声

・  オノマトペのもつリズム感やアクセントなどのおもしろさを生かして，それを連ねたり重ねた
りしながら，パートの組み合わせなどを工夫してリズム・アンサンブルをつくる

・  反復，変化などの手法を用いてリズム・アンサンブルをつくる技能を身に付ける
・  歌ったり互いに聴き合ったりしながら，曲想と音楽の構造や歌詞との関わりを理解する
・  イメージをもって，音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら表現を工

夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑶
⑷
⑺
⑽

８ 表現を工夫して合唱
やヴォイス・アンサン
ブルをしよう

各パートの役割を理解するとともに，全体の響きを
イメージしながら表現を工夫して合唱やヴォイス・ア
ンサンブルをする喜びを味わう

合唱やヴォイス・アンサンブルによる表現の特徴を理解し，そ
れを生かして歌ったり，他者との調和を意識して歌ったりする
技能を身に付けながら，イメージをもって表現を工夫して歌う

花/夏の思い出/「指揮にチャレンジ」
故郷/懐かしきケンタッキーの我が家
サザエさん/言わない/ぼくは　ぼく
おんがく

・  一人一人が主体性を発揮しながら，他者との調和を意識して演奏する技能を身に付ける
・  各パートや指揮者の役割を理解するとともに，全体の響きやハーモニーをイメージしながら

演奏する
・  共通のイメージをもって，音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら表

現を工夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷

４ 和楽器に親しみ，演
奏に挑戦しよう

和楽器に親しみ，その音色や表現の特徴を味わうとと
もに，奏法を身に付け，曲想と楽器の音色や奏法との
関わりを理解し，表現を工夫して演奏する

曲想と楽器の音色や奏法との関わりを理解し，曲にふさわし
い奏法，身体の使い方などの技能を身に付けながら，イメージ
をもって表現を工夫して演奏する

器楽：篠笛/三線/三味線/箏から選曲
鑑賞：箏曲《みだれ（乱輪舌）》

・  曲にふさわしい奏法，身体の使い方などに留意して演奏し，表現に必要な技能を身に付ける
・  演奏したり鑑賞したりしながら，曲想と楽器の音色や奏法との関わりを理解する
・  イメージをもって，音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら表現を工

夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷
⑹
⑼

２ 世界の諸民族の音楽
を知ろう

世界各地の音楽を，声や楽器に着目して鑑賞したり歌
ったりしながら，その音色や表現の特徴を理解する

世界各地の音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関わりを理解
し，音楽表現の共通性や固有性について考えるとともに，曲
にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使い方などの技能を
身に付けながら，イメージをもって表現を工夫して歌う

鑑賞： 「世界の諸民族の音楽」
歌唱：京畿道アリラン
　　　美しいエンメンタール

・  世界各地の音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関わりを理解しながら鑑賞する
・  それぞれの音楽表現の共通性や固有性について気付いたことや考えたことを述べ合い，理解

を深める
・  アリランとヨーデルの声の音色，リズム，旋律などの特徴を理解し，曲にふさわしい発声で

歌い，表現に必要な技能を身に付ける

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷
⑻
⑼

１

２

３

４ ミュージカル・ナン
バーを歌おう

物語のあらすじや歌詞の内容，登場人物の心情などを
理解し，曲にふさわしい表現を工夫して歌う

曲想と音楽の構造や歌詞との関わりを理解し，曲にふさわし
い発声，言葉の発音，身体の使い方などの技能を身に付けな
がら，イメージをもって表現を工夫して歌う

歌唱：Memory/美女と野獣
鑑賞： ミュージカル《キャッツ》　　　　　　

ミュージカル映画『美女と野獣』

・  ミュージカルを鑑賞し，物語のあらすじや歌詞の内容，登場人物の心情などを理解するとともに，曲
にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使い方などに留意して歌い，表現に必要な技能を身に付ける

・  歌ったり互いに聴き合ったり，意見を交換したりしながら，曲想と音楽の構造や歌詞との関
わりを理解する

・  イメージをもって，音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら表現を工
夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷
⑻

２ 作曲家の生涯と作品
をたどろう

J.S.バッハやW.A.モーツァルトの生涯をたどりながら，
それぞれの作品の特徴を理解し，魅力を味わう

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり，音楽の特徴と
文化的・歴史的背景との関わりを理解するとともに，根拠をも
って曲や演奏を批評する

「クローズ・アップ・マエストロ」
J.S.バッハ /W.A.モーツァルト

・  作品を鑑賞したり，作曲家について調べたり，意見を交換したりしながら，曲想や表現上の
効果と音楽の構造との関わり，音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関わりを理解する

・  曲や演奏に対する評価とその根拠を述べ合う

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷
⑻

４ オペラに親しみ，ア
リアに挑戦しよう

物語のあらすじや歌詞の内容，登場人物の心情などを
理解し，曲にふさわしい表現を工夫して歌う

音楽の特徴と文化的・歴史的背景，他の芸術との関わり，曲想
と音楽の構造や歌詞との関わりを理解し，曲にふさわしい発声，
言葉の発音，身体の使い方などの技能を身に付けながら，イメ
ージをもって表現を工夫して歌う

歌唱：ハバネラ/闘牛士の歌
鑑賞：オペラ《カルメン》/「舞台芸術」

・  オペラを鑑賞し，物語のあらすじや歌詞の内容，登場人物の心情などを理解するとともに，
舞台芸術としてのオペラの特徴を知る

・  曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使い方などに留意して歌い，表現に必要な技能を身に付ける
・  歌ったり互いに聴き合ったりしながら，曲想と音楽の構造や歌詞との関わりを理解する
・  イメージをもって，音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら表現を工

夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷
⑻

４ さまざまな器楽アン
サンブルを楽しもう

各パートの役割を理解するとともに，全体の響きをイ
メージしながら表現を工夫して器楽アンサンブルをす
る喜びを味わう

器楽アンサンブルによる表現の特徴を理解し，それを生かして
演奏したり，他者との調和を意識して演奏したりする技能を身
に付けながら，イメージをもって表現を工夫して演奏する

ミッション：インポッシブルのテーマ
タイムマシンにおねがい/星に願いを

・  一人一人が主体性を発揮しながら，他者との調和を意識して演奏する技能を身に付ける
・  各パートの役割を理解するとともに，全体の響きやハーモニーをイメージしながら演奏する
・  共通のイメージをもって，音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら表

現を工夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑷
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指導書について

※紙面はサンプルです。文章やデザインなどは変更になる場合があります。

•�タ イ ト ル の「 Ich� l iebe�
dich」は直訳すると「私は
あなたを愛する」だが，詩
の内容は「私たち２人を守
り支えてください」と神に
祈るものである。厳かに温
かい気持ちで歌う。
•�３〜４小節は１〜２小節よ
り１音上がっている。情感
の穏やかな高まりを感じな
がら歌う。
•�29 〜 31小節では，音高
や和音の変化を感じると
ともに，30 〜 31小節の
音価が拡大されているこ
とに注目し，願う気持ち
の高まりを表現して歌う。

•�原語で歌う場合は，朗読や
リズム読みの練習をし，滑
らかに発音できるようにし
てから歌う。
•�教科書に示しているカタカ
ナ読みはガイド的なものな
ので，指導用CD②- １〜
３の歌唱や朗読を参考にし
て発音するとよい。

指導のポイント 指導のポイント
•�　　の部分の原語歌詞は，
子音の前に，母音を軽く言
い直すつもりで歌う。

〔例〕

•�子音を前に出して発音し，
音と母音のタイミングを合
わせるようにする。

〔例〕

•�左手で響きを支えながら，
和音の変化を感じたり，曲
の中に現れるⅤ→Ⅰの動き
に注意したりして弾く。
•�９〜 10小節は，右手の上
声部をよく聴かせるように
する。
•�35小節目の右手のオクター
ヴは，運指を工夫してレ
ガートで弾く。

移調譜：楽譜資料編P.120

指導のポイント

　1795年頃に作曲され，1803年に出版された。ベートーヴェンの歌曲の中でもよく親しまれており，その旋律はシン
プルで素朴ながらも優しい叙情性にあふれている。ヘロゼーの原詩は３節あったが，ベートーヴェンは第２節から作曲
をしている。原題は《Zärtliche Liebe（優しき愛）》。
■カール・フリードリヒ・ヴィルヘルム・ヘロゼー Karl Friedrich Wilhelm Herrosee　1754 〜 1821：詳細不明。
■藤田圭雄　1905 〜 1999：東京生まれ。1930年，早稲田大学独文科卒業。編集者，児童文学作家。
■ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン：P.241参照。

楽曲について

120 121
59

原調：ト長調

　《Ich liebe dich》は，第１拍目以外のところから歌いだす。
このような始まり方を「アウフタクト（弱起）」という。冒頭部
分は１小節の拍数に満たないので不完全小節と呼ばれ，小節
数には含まない。また，曲の最後の部分はアウフタクトの音

価分だけ短くなっており，これも不完全小節になる。冒頭と
最後の不完全小節の音価を足して１小節分の拍数になるのが
原則であるが，曲の途中で拍子や速度などが変化する場合は，
この原則に当てはまらないこともある。

アウフタクト

58
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カール・フリードリヒ・ヴィルヘルム・ヘロゼー 作詞／藤
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 日本語詞／ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン 作曲

の演奏例A
アンダンテ

ndante：ゆっくり歩くような速さで

 このドイツ語の歌詞は，ヘロゼー（1754〜1821）による『Z
ツェールトリッヒェ

ärtliche L
リーベ

iebe（優しき愛）』を原詩としている。歌詞の最初の部分から，《Ich liebe 
dich（君を愛す）》と呼ばれることが多い。ベートーヴェン（1770〜1827）の歌曲の中で，今日最もよく歌われる作品の一つである。

54ページ ドイツ語の歌を歌おう 55ページ 原語歌詞の意味

深い音色で

跳躍音程に注意して滑らかに歌う

音高を正確に

深い「u」の発音で

跳躍音程に注意

跳
躍
音
程
に
注
意

フレーズのまとまりを意識して

間奏と呼応して

Ich, dich, michの「ch」は，
次の単語の直前に発音する

装飾音は単なる飾りの役割だけでなく，その音が掛留音であることを示すことがある。
特にフレーズの終わりでは掛留音をしっかり取り入れて長い音価で演奏することが多い。

跳躍音程に注意

音高を正確に

(7)

伴奏のポイント

は鼻濁音

(24)

•�タ イ ト ル の「 Ich� l iebe�
dich」は直訳すると「私は
あなたを愛する」だが，詩
の内容は「私たち２人を守
り支えてください」と神に
祈るものである。厳かに温
かい気持ちで歌う。
•�３〜４小節は１〜２小節よ
り１音上がっている。情感
の穏やかな高まりを感じな
がら歌う。
•�29 〜 31小節では，音高
や和音の変化を感じると
ともに，30 〜 31小節の
音価が拡大されているこ
とに注目し，願う気持ち
の高まりを表現して歌う。

•�原語で歌う場合は，朗読や
リズム読みの練習をし，滑
らかに発音できるようにし
てから歌う。
•�教科書に示しているカタカ
ナ読みはガイド的なものな
ので，指導用CD②- １〜
３の歌唱や朗読を参考にし
て発音するとよい。

指導のポイント 指導のポイント
•�　　の部分の原語歌詞は，
子音の前に，母音を軽く言
い直すつもりで歌う。

〔例〕

•�子音を前に出して発音し，
音と母音のタイミングを合
わせるようにする。

〔例〕

•�左手で響きを支えながら，
和音の変化を感じたり，曲
の中に現れるⅤ→Ⅰの動き
に注意したりして弾く。
•�９〜 10小節は，右手の上
声部をよく聴かせるように
する。
•�35小節目の右手のオクター
ヴは，運指を工夫してレ
ガートで弾く。

移調譜：楽譜資料編P.120

指導のポイント

　1795年頃に作曲され，1803年に出版された。ベートーヴェンの歌曲の中でもよく親しまれており，その旋律はシン
プルで素朴ながらも優しい叙情性にあふれている。ヘロゼーの原詩は３節あったが，ベートーヴェンは第２節から作曲
をしている。原題は《Zärtliche Liebe（優しき愛）》。
■カール・フリードリヒ・ヴィルヘルム・ヘロゼー Karl Friedrich Wilhelm Herrosee　1754 〜 1821：詳細不明。
■藤田圭雄　1905 〜 1999：東京生まれ。1930年，早稲田大学独文科卒業。編集者，児童文学作家。
■ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン：P.241参照。

楽曲について

120 121
59

原調：ト長調

　《Ich liebe dich》は，第１拍目以外のところから歌いだす。
このような始まり方を「アウフタクト（弱起）」という。冒頭部
分は１小節の拍数に満たないので不完全小節と呼ばれ，小節
数には含まない。また，曲の最後の部分はアウフタクトの音

価分だけ短くなっており，これも不完全小節になる。冒頭と
最後の不完全小節の音価を足して１小節分の拍数になるのが
原則であるが，曲の途中で拍子や速度などが変化する場合は，
この原則に当てはまらないこともある。

アウフタクト
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カール・フリードリヒ・ヴィルヘルム・ヘロゼー 作詞／藤
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 日本語詞／ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン 作曲

の演奏例A
アンダンテ

ndante：ゆっくり歩くような速さで

 このドイツ語の歌詞は，ヘロゼー（1754〜1821）による『Z
ツェールトリッヒェ

ärtliche L
リーベ

iebe（優しき愛）』を原詩としている。歌詞の最初の部分から，《Ich liebe 
dich（君を愛す）》と呼ばれることが多い。ベートーヴェン（1770〜1827）の歌曲の中で，今日最もよく歌われる作品の一つである。

54ページ ドイツ語の歌を歌おう 55ページ 原語歌詞の意味

深い音色で

跳躍音程に注意して滑らかに歌う

音高を正確に

深い「u」の発音で

跳躍音程に注意

跳
躍
音
程
に
注
意

フレーズのまとまりを意識して

間奏と呼応して

Ich, dich, michの「ch」は，
次の単語の直前に発音する

装飾音は単なる飾りの役割だけでなく，その音が掛留音であることを示すことがある。
特にフレーズの終わりでは掛留音をしっかり取り入れて長い音価で演奏することが多い。

跳躍音程に注意

音高を正確に

(7)

伴奏のポイント

は鼻濁音

(24)

278 279

EXERCISE［楽典基礎編］

1 次の各音の音名をドイツ語と日本語で書きなさい（１点，２点などの区別は書かなくてよい）。

2 次の①〜③の楽譜の拍子記号に合うように，縦線を書き入れなさい。

3 次の①〜③の楽譜の拍子記号に合うように，指示に従って音符や休符を１つずつ書き入れなさい。

5  次の各和音のコード・ネームを［C，C7，CM7，Cm，Cm7，Cn7，Cs4，該当なし］から選び，（　）
に書きなさい。

6 示されている音をルート（根音）にして，コード・ネームの構成音を書きなさい。

7 次の楽譜の演奏順序をA-B-C…で（　）に書きなさい。

8 次の記号や用語の完全なつづりと，読み方，意味を書きなさい。

9 次の各楽器について，楽器の分類（金管楽器は金，木管楽器は木，弦楽器は弦，打楽器は打）を書きなさい。

ドイツ語
日 本 語

年 組 番

氏名

音符 音符 音符 休符

音符 音符 音符 音符

音符 休符 音符 音符

（ 　 ）
［ ］

（ 　 ）
［ ］

（ 　 ）
［ ］

（ 　 ）
［ ］

（ 　 ）
［ ］

（ 　 ）
［ ］

（ 　 ）
［ ］

（ 　 ）
［ ］

（ 　 ）
［ ］

（ 　 ）
［ ］

（ 　 ）
［ ］

（ 　 ）
［ ］

①

②

③

①

②

③

4 例を参考に，示された音程になるよう上下に音を書きなさい。

（ 　 　 　 ）

Ds4

（ 　 　 　 ）

Em

（ 　 　 　 ）

Fv

（ 　 　 　 ）

Gn7

（ 　 　 　 ）

A7

（ 　 　 　 ）

BY

（ 　 　 　 ）

Bm7

（ 　 　 　 ）

CM7

記号，用語 つづり 読み方 意味
ca.

cresc.

dim.

div.

D.S.

espr.

rit.

sosten.

アルフー サウン・ガウ ヴァイオリン バラフォン
オーボエ スティールパン ツィター フルート
シンバル バスーン ナイ シタール
トランペット ホルン ケーナ チェロ
三
さん

線
しん

篠
しの

笛
ぶえ スルド チャランゴ

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

例：長３度 増１度 長２度 短３度 長３度 増３度 完全４度

減５度 増５度 長６度 減７度 長７度 減８度

【 指導書の構成】
研究資料編・楽譜資料編・指導用CD・鑑賞用CD（セット販売）……定価未定

研究資料編

年間指導計画例とそれに対応した題材ごとの評価規準例，学習指導案例などを複数掲載しています。
授業を多角的にサポートする資料を掲載しています。
ソルフェージュの補充教材を掲載しています。
音楽史や楽典などに関するEXERCISEを掲載しています。

楽譜資料編

歌唱教材の伴奏譜の他，移調譜や別の編曲なども随時取り上げ，指導の便宜を図っています。

指導用 C D

歌唱と器楽の教材の模範演奏，カラピアノ，合唱曲のパート別演奏（一部）などを収録しています。
また，イタリア歌曲とドイツ歌曲，フランス語の歌は原語歌詞の朗読も収録しています。

鑑賞用 C D

厳選した鑑賞教材（一部）を収録しています。

◆指導のポイントと楽曲解説をまとめた紙面の例
◆楽典に関するEXERCISEの例
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観点 教科書の特色

範
囲

⃝ 取り扱う内容の範囲は，学習指導
要領の目標及び内容によっているか。

⃝ 多様なジャンルから精選された教材によって必要な内容が十分に扱われており，音楽
科の目標を達成するという観点から極めて適切なものとなっている。

程
度

⃝ 教材は生徒の心身の発達段階や生
徒の能力の実態に適応しているか。

⃝ 歌唱教材においては，生徒の心情的な発達段階に応じた楽曲が取り上げられている。
器楽教材においては，各学校の実態や生徒の習熟度に応じた楽曲が取り上げられている。
また，鑑賞教材についても同様の扱いがなされている。

内
容

⃝ 〔共通事項〕は，学習指導を進める
うえで適切に扱われているか。

⃝ 表現及び鑑賞に共通する指導内容として〔共通事項〕に示された「音楽を形づくっている
要素」に関する学習が示されており，その考え方の具体的なヒントとなる「音楽を織り
なすさまざまな要素」が掲載されている。

⃝ 教材の選択及び扱いは，学習指導
を進めるうえで適切であるか。
⃝ 三つの資質・能力を育成することが

できるよう配慮されているか。

⃝ 説明文やイラスト，写真などは，
学習指導を進めるうえで適切であ
るか。
⃝ 「主体的・対話的で深い学び」の実

現に向けて，配慮や取り組みはな
されているか。
⃝ 我が国の音楽や音楽文化に対する

配慮がなされているか。

⃝ 幅広く変化に富んだ学習活動を行うことのできる教材が用意されており，生徒が興味・
関心をもって意欲的に学習を進めることができるよう配慮されている。
⃝ 基礎的・基本的な知識及び技能の習得を目指し，生徒が確実に「分かる」「できる」を実感する

教材や説明が適切に配列されている。
⃝�「思考力，判断力，表現力等」の育成を図ることができるよう，思考した内容を記述する例や

生徒どうしの会話から曲の分析を行う教材などが掲載されている。
⃝ 説明文は平易な文章で書かれており，その配置も工夫されている。
⃝ イラスト，写真の取り上げ方もアイディアにあふれ，音楽的感性を育成しながら知的

理解を深められるよう配慮されている。
⃝ 生徒が自ら主体的に学習活動を進められるように，各教材に学習内容や活動のポイン

トが明確に示されている。
⃝ 創作の活動においては，生徒の能力に応じて弾力的に進められるよう配慮されている。
⃝ 鑑賞の活動においては，日本独自の文化の中で育まれてきた音楽の特徴を感じ取るこ

とができるよう配慮されている。器楽の活動においては，各学校の実態に応じて取り
組めるよう4種類の和楽器が取り上げられている。歌唱の活動においては，能の謡の
一部を体験することができる教材が掲載されている。また，音楽的側面からだけでは
なく，文化的側面からも捉えられるよう配慮されている。

構
成

⃝ 小学校，中学校における学習内容
との系統性，一貫性に配慮されて
いるか。
⃝ 各学校や生徒の実態に応じて学習

指導計画を立てられるよう配慮が
なされているか。

⃝ 小学校，中学校の義務教育における音楽科の目標の上に立った内容の教科書となっている。
⃝ 歌い継いでいきたい日本の歌を「心の歌」と題して小学校，中学校から一貫して取り上

げており，日本の歌に対する配慮がなされている。
⃝ 各教材に示された学習内容や活動のポイント，歌唱・器楽，資料の「ジャンル別MAP」な

どにより，各学校や生徒の実態に応じて学習指導計画を立てられるよう配慮されている。
⃝ 表現教材と鑑賞教材との関連が図られており，複数の領域や分野を通じた題材設定が

しやすいよう配慮されている。

⃝教材の配列は適切であるか。 ⃝学習指導要領の内容に即した教材が適切に配列されている。
⃝ 表現教材と鑑賞教材との関連が図られているとともに，ページ間に張られたリンクに

よって，理解を深めたり関連付けたりすることができるよう随所に工夫がなされている。

⃝ 教材の分量は適切であるか。 ⃝ 豊富な分量の教材が扱われており，各学校や生徒の実態に応じて柔軟に対応できるよ
う配慮されている。

人
権

⃝ 国際理解，情報，環境，人権教育
などに配慮されているか。

⃝ 全体を通して，人権教育に対する適切な配慮がなされている。また，諸外国の文化に
対する理解を深めることについても配慮がなされている。
⃝ 音楽に関する知的財産権について「ルールを守って音楽を楽しもう！」が掲載されており，

生徒に分かりやすく説明されている。

体
裁

⃝ 全体の体裁は教科書として適切で
あるか。

⃝印刷，製本などは適切であるか。

⃝ ユニバーサルデザインへの配慮が
なされているか。

⃝ A4判で楽譜が見やすく，紙面のレイアウトも統一感があり，教科書として適切なもの
となっている。

⃝ 表紙や扉からも音楽に対するメッセージが感じられる体裁となっている。
⃝ 全ページにわたって美しいカラー刷りとなっており，楽譜，文字，イラスト，写真な

どが鮮明に印刷されている。
⃝製本は長期の使用に十分耐える堅牢なものとなっている。
⃝ 再生紙を使用し，リサイクル可能な表紙加工を施すなど，環境に十分な配慮がなされ

ている。
⃝ 全体に区別しやすい配色を用いながら必要に応じて形状や濃度を違えるなど，確実に

識別できるよう配慮されている。
⃝ ユニバーサルデザインフォントが使用されており，誰もが読みやすい文章や楽譜とな

るよう配慮されている。

検討の観点別に見た特色
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別売 鑑賞参考教材ソフトについて
　教科書に掲載されている「世界の諸民族の音楽」の授業展開を強力にサポートする鑑賞参考教材ソフトが，Blu-rayで登場！
迫力ある演奏のみならず，各国の風景や美しい民族衣装などの文化にも触れることができます。DVDをはるかに超える高解像
度と，最新技術のマスタリングによる臨場感あふれるサウンドで楽しめます。

民族編
⃝DVD1枚／収録時間146分
⃝�価格19,800円
　（本体18,000円+税10%）
⃝38カ国，全59曲を収録
⃝�民族音楽研究家，江波戸昭先生の
　解説付き

日本の伝統芸能�編
⃝DVD1枚／収録時間126分
⃝価格19,800円
　（本体18,000円+税10%）
⃝�雅楽，琵琶楽，能楽，文楽，歌舞伎

の成り立ちと魅力を紹介
⃝鑑賞演目は副音声解説付き

世界の民族音楽
⃝Blu-ray1枚／収録時間202分　⃝価格19,800円（本体18,000円+税10%）
⃝全ての映像について，各分野の研究者によるライナーノーツ付き

●本　　社 〒171-0051　東京都豊島区長崎1-12-14 TEL.03-3957-1175（代）

●中部支社 〒460-0024　名古屋市中区正木4-8-7 れんが橋ビル8F TEL.052-678-3151（代）

●関西支社 〒540-0003　大阪市中央区森ノ宮中央1-14-17-601 TEL.06-6943-7245（代）

●西部支社 〒751-0808　下関市一の宮本町2-7-14 TEL.083-256-4747（代）

ホームページ　https://www.kyogei.co.jp/

※環境に配慮した紙を使用しています。

　この他，音楽鑑賞DVDでは「日本の伝統芸能 編」と「民族編」を販売しています。どちらも鑑賞や音楽史の授業に最適です。


